
論議整現代鰭・現代文化 2011 Vol. 6 pp. 113 -159 

ヴィクトリア朝の mediれralismとJapanismeの接点

ーロセッティ兄弟の浮世絵コレクションを事例として l

山口恵里子

ヴィクトリア朝前半に高まりをみせた medievalism、中世主義についてはすでに

多くの研究がある O またヴイクトリア朝後半の芸術や生活様式に影響をもたらし

た日本趣味の流行についても数多くの議論がなされてきた O とりわけ渡辺俊夫の

High Victorian Japonisme (1991) や渡辺氏がオーガナイズし、ロンドンと東京の荷
イギリ

都市で開催した IJAPANと英吉利西一一司英美術の交流 1850-1930J展 (1991-92)

によってヴィクトリア朝のジヤボニズム研究の議論が高まりをみせた。近年では小

野文子の Japonismein Britain (2003)およびf美の交流一一イギリスのジヤボニスムj

(2008)がフランスとは異なる英国独自の「ジヤボニスムj論を展開している O また、

谷田博幸の『唯美主義とジャパニズムj(2004)がヴィクトリア戦後期の唯美主義(運

動)と「ジャパニズムjの接点を詳細に検討した。谷田は一般に流布している「ジヤ

ボニスム」という名称が、フランス・モダニズムに貢献した自本美術という価値基

準をふまえて使用されていることを喚起し、英国の日本趣味に関する著作で「ジャ

パニズムJという語を用いた。本論も谷田に指摘にならい、「ジャパニズムJの認

を用いることにする O

ヴィクトリア戟の画家の中でも J.M.ホイッスラーが、フランスの自本熱をイギ

ワスにもたらし、絵画に浮世絵の構図を取り入れ、現代絵画誕生の兆しをつくった

画家として名を知られている O アルパート・ムーア、クリストファー・ドレッサ一、

ウィリアム・パージズ、エドワード・ゴドウインなどの酒家や建築家、デザイナー

たちも、司本美術をそれぞれの芸術に取り入れ、画期的な芸術様式を生み出した0

1848年にラファエル前派兄弟聞を設立した一人、ダンテ・ゲイブリエル・ロセッテイ

も浮世絵や染付などの日本の品を収集したが、これまで彼の作品における日本美術

の影響は、一部の書物の装丁を除いて注目されることはなかった。しかしながら、

後述するようにロセッティと弟のウィワアム・マイケルが集めた浮世絵が91点以

上にものぼること、彼の芸術様式と浮世絵に類似点があること、またブームまでつ

くった染付コレクションの旗手であったことを考えれば、ロセッティとその独特な

ジャパニズムについて論じる必要があろう O 以下、 1862年ロンドン大博覧会以前

の日本美術との接点、 1862年ロンドン大博覧会の日本の展示品に関する批評、ロ

セッティ兄弟の浮世絵コレクション、武者絵への称賛、浮世絵とロセッティが描い

た女性の類似点、北斎と唯美主義の連動を追跡しながら、ヴィクトリア朝の日本美



114 山口

術の受容の一断面を明らかにしていく O

1. 1862年ロンドン大博覧会以前の日本美術との接点、

中世に対ーする興味は、 18世紀にイギリスがフランスに対抗するかたちで国家ア

イデンティティを模索し、また市民社会に「趣味jの文化が花開くなかで、中世以

降の「イギリス固有Jの文化を跡、づけようとする課題とともに生じたものである O

みずからの邸宅を偽ゴシック建築で建てたホレス・ウォルポー Jレが著したゴシック

小説や、ウォルター・スコットの締士道ロマンスは、読者の f想像力Jをかきたて、f想

録力jを文学や涯史に入り込ませた。みずからも研究者であったスコットは、リア

リスティックな中世の生活を描くとともに、当時の読者が望む「理想、の過去jを提

供し、「イギリス大衆の「想像力」の中に、 f中世という異世界jを説得力のある形

で出現させJた(高橋)。このような中世に対する関心とともに、「ゴシック jの

意味も「野蛮Jという意味から「自然」をふくむポジティヴな意味に変化していく

(Lovejoy) 0 1840年代の国会議事堂のゴシック・リパイパル様式による再建、 1840

年代のジョン・ラスキンによるゴシック建築とその建築を装飾したグロテスクの称

揚などにより、「ゴシック jは中世主義と密接に結ぴつく様式ないしは形容認とし

て使用されるようになった。

1851年のロンドン万国博覧会の中世部門は、国会議事堂の再建に関わったカト

リックの建築家 A.W.ビュージンがオーガナイズしたもので、ゴシック様式の教会

装飾や家具が多数展示された。 1853年にナショナル・ギャラリーのキーパーにな

る評論家のラルフ・ウォーナムは「テイストに対するレッスンとしての博覧会jと

いう論文のなかで、 1=1コ世部門のゴシック様式を「洗練されていない粗野な細部と

物質性の豊かさにおいて、インドの品々のテイストの点で著しい類似点を示してい

る」と許し、未発達な文明の様式としてインド、そして中国の芸術と同一視した

(Wornum 2，5; Teukolsky 89に引用)。この見方は当時の植民地主義に通じるものであ

ると同時に、その物質性を強調した批判は禁欲を重視するプロテスタントとの対極

におかれたカトリックへの批判でもあった。

ここで大切な点は、ウォーナムがゴシック様式をインドや中国、すなわち東洋の

芸術と同一視した点である O このような同一視が1862年の万国博覧会ではヨーロッ

パ中世と日本の関でなされるようになった。

イギリスにおける公の日本美術コレクションに関していえば、ドイツ人の外科医

であり自然学者であったエンゲjレベルグ・ケンペルが 1690-92年に日本で蒐集した



ヴイクトリア朝の medievalismとJapanismeの接点ーロセッティ兄弟の揮世絵コレクシ翠ンを事例として 115 

品が含まれたハンス・スローン・コレクションが最初であろう o 17世紀の中国版

画と伊原西鶴の木版画を含むスローン・コレクションは、 1793年に大英博物館の

一部となり公にされた。 1840年大英博物館は、オランダ人でカピタン(オランダ

商館長)として 3度にわたり日本を訪れたイザーク・ティティングの日本コレクショ

ンより、浮世絵をのぞいた審物と写本を所蔵していた。

ジャパニズムの研究者フィリス・フロイドは、大英静物館の浮世絵購入時期を

1851年から 1875年の間としている (Floyd)0 しかし、筆者が競べた購入年があき

らかなものは 1851-74年間には肉筆画を除くと 24枚にしか過ぎず、ほとんどの浮

世絵は 1900年以後に購入されたとみてよい。ただ、購入時期が不明な作品がかな

りあること、なかでもことに春酉に関してはあまりに「微妙なもの」として、学術的、

芸術作品の中では取り扱われずにいたため、購入時期が記されていないことなどを

考慮する必要があろう 2。また谷田は、英国の公的な美術館が漆器、陶磁器、金工

品などを蒐集しでも、浮世絵版画を 1880年代になるまで購入に消極的だったのは、

浮世絵を「絵画Jとしてはみなさない「隠然、たる力が働いていたからに違いないj

と述べている O 漆器、陶磁器、金工品などの工芸155は、英国がフランスの工芸産業

に対して感じていた遅れをとりもどすべく参照にしたものであり、工芸品やデザイ

ンの改良を目指した国家的なプロジェクトが浮世絵蒐集の消極性に結びついていた

(谷田 [2004J79)0 

ロセッティは 1844年以鋒元大英博物館に通い、中世写本を参照したが (Yamaguchi

[1991] )、大英博物館で、当時浮世絵が所蔵されていたオリエンタルコレクション

をロセッティが訪れたかは判明ではない。筆者はオリエンタルコレクションの記帳

ノートを調査したが、ノートは 1867年以降の記録から始まっており、それ以前に

ロセッティが浮世絵を大英博物館で見ていたという確固たる証拠はみつからなかっ

た。だが、その記帳ノートにはロセッティの名前が 1868年 7月29日に最初に書か

れていた。これがダンテ・ゲイブリエルか、あるいは弟のウィリアム・マイケルの

どちらの署名であるかは不明で、ある O

Department of Practical Art (実用芸術局)は 1852年の創設当初、漆またはパピエ・マツ

シェの品をわずかに「家具部門Jに収蔵していたのにすぎない (Aslin779) 0 渡辺

によると、 Departmentof Practical Artより名称が変わった Scienceand Art Departments 

はMuseumof Manufactures (実用美術館)のために、 1854年 l月30日にロンドンの

ベル・メルにある旧水彩画協会にて開催された日本展覧会の展示品から、 1)チヤー

ド・レッドクリーヴとヘンリー・コールの勧めにしたがい、日本の工芸品を購入し

た (Watanabe81) 0 これらは 25品目あり、伊万里の皿、カップ、花瓶、水差し、有

田焼の人形である o 実用美術館は、 1852年にペル・メルのマルバラ・ハウスにヘ

ンリー・コールを館長として開設された美術館で、その後 ArtMuseum， Museum of 
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OrnamentaI Artと名称を変えて、 1857年にサウス・ケンジントンに移設され、 South

Kensington Museumと呼ばれるようになった(現在の Victoriaand Albert Museum) 0 

1855年に美術館には 6品の陶磁器が加わるなど百本コレクションは充実していく

が、筆者が調査した限りでは、浮世絵が収蔵されたのは 1867年のパリ万博のさい

に購入した豊臣、芳虎、芳年の作品が最初である O その後、 1886年に大量に浮世

絵が購入されるまで浮世絵に関しては特筆すべき作品の収蔵はほとんどない。しか

し、ロセッティは、染付や E本の日常品、工芸品のコレクションに白をみはったは

ずだ。

1862年のロンドン大博覧会で日本の品々が紹介される以前にも、自本品は中国

製品にまじって一般の人びとの自に触れていた。 1842年ロンドンのハイドパーク

にある ChineseGalleryで関かれた中国展、 1851年のロンドン大博覧会の中国部門

に展示された数点の日本製品、 1853年のダプリンにおける工業芸術 UndustrialArt) 

展覧会、先に触れた 1854年のロンドンの旧水彩画協会における日本展覧会、 1857

年にマンチェスターのArtTreasure展のオリエンタル部門に出品された日本の品々、

1861年のブリストルでの工業芸術展覧会などにより、日本が次第に芸術家、大

衆に知られるようになった。 1854年のアメリカのペリー提督による開国、つづく

1858年のエ jレギン卿による日英通商修好条約締結などにより、日本に関する出版

物も増大したら

ロセッティも上記の展覧会や出版物を見ていたことは十分に考えられる O ロセッ

ティが直接的に極東を意識したのは、 1842年、イギリスと清朝中国とのあいだで

起きた阿片戦争 (1840-42)についての書き物をしたときであろう (WMR，FML l.78) 0 

さらにロセッティはその年、 ChineseGalleryで開かれた中国展を訪れた可能性が渡

辺氏によって指摘されている (Wanatabe205) 0 その理由として、中国展が関かれた

Chinese Galleryで 1849年に開催された自由展覧会にロセッティが〈聖母マリアの少

女時代>(The Girlhood of Mary Virgin) を出展したこと、またのちにロセッティが自

身の〈見よ、われは主のはした女なり!} (Ecce Ancilla Domini! (The Annunciation]) 

(1850)の天使の頭上につけ加えた金の光輪を「中国風の特徴を与えたJ(1853年 l

月19日頃の書簡)と言及していることをあげている (Correspondencel.53.6) 0 ロセッ

ティはすでに 1851年おばに宛て、〈聖母マリアの少女時代〉の絵画売買をめぐって

のリヴァプールの商人の絵への無知ぶりを「通訳なしで中国語の手紙でやりとりす

るようだJとたとえていることから、 51年には不可解な漢字に接していたことわ

かる (Correspondence1.51.21)。

ロセッティが日本の美術品を購入しはじめた時期に関しては、これまで 1862年

の大博覧会以後とされてきたが、 1860 年には日本の孔雀の~~を束ねた帯状のもの

を部患に飾ったとパーンコジョウンズ夫妻に知らせている (GBJ1.220)。またウイ
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1)アム・マイケルにヒューイッツの庖(ロンドンのコベントガーデンにあった東洋

物産の老舗ウィリアム・ヒューイッツ)にある扉風の高さや色彩についての問い合

わせをした 1872年 12丹18日の書簡で、ロセッティは r12年前に 2ポンド 10シ

リングで購入した扉風Jと記しているので、 1860年頃には日本の弊風を所有して

いたことがわかる (Correspondence 5.72.159) 0またロセッティは、すでに日本の

品と接していたホイッスラーと遅くとも 1861年 7月11には親しくなっていた O ホ

イスッラーはパリではファンタン=ラトウールやボードレールらの日本美術に興味

をもっ芸術家と交流を結び、 1859年にロンドンに移った後もしばしばパりを往復

し、日本の品々を購入していた。それゆえロセッティが 1862年以前にホイスラ一

所有の日本の品々を自にする機会があったことも考えられよう O さらに、ロセッテイ

が幼い特に通ったキングズ・コレッジの伺級生だったウィリアム・パージズは、お

そらく 1861年のブリストルでの工業展覧会で出展された日本や中国の美術品を見

て、それらの収集をはじめて、最初の日本美術収集家の一人になっていた (Hal白1

35)0 

2. ロセッティの medievalismの作品における浮世絵の様式との共通性

ロセッティは 1860年代になって自本の着物や楽器などの品々を絵画に用いるよ

うになるが、それ以前の 1850年代後半の medievalismの作品に、日本美術と共通す

るスタイルを用いている O 渡辺は、ロセッティの作品に顕著なスペースの浅さ、遠

近法の欠如、画面表面の装飾的配置、金地の背景、豪華な衣装、ものうげな女性を

描く様式は、日本美術との接点以前にそなわっていたものであり、日本美術が一層

その様式を助長させたとする (Watanabe43) 0 ロセッティが日本美術の装飾性をと

りいれる以前の作品にみられる装飾性を浮世絵と比較しながらみてみよう O

シュムツヅラーは、ロセッテイのラファエル前派としての第一作〈聖母:マリアの

少女時代}TheGirlhood of Mary Virgin (1849)の装飾性に注目した (Shumutzler[1955J) 0 

描き入れられたランプは半世紀後のアール・ヌーヴォーを予告したような形状を

しており、壷と窓枠には幾何学模様が施されている O 遠近法を用いずに画面をフ

ラットにして画面そのものの装飾的効果を高めている O この装飾性が、因習的な

様式に縛られていた西洋絵画から脱却するためのロセッティの試みであった(山口

[2010J)0 

二作自の《見よ、われは汝のはした女なり!} (1850)では、ロセッティは原色

による色彩の単純化を試み、装飾性を一層高めている O 前述したように、 1853年

に天使ガブワエルに、中世イタ 1)ア絵酒に特徴的な光輪を描き入れたさい、ロセツ
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ティは「中国風の特徴を絵に加えた」と記していたことから、ロセッティが中世絵

画に特徴的な光輪を、東洋的装飾ととらえていることがわかる O

1855年から 58年にかけて、ロセッティの装飾性は「宝石のようだjと形容され

る一連の中世的絵画を生み出した。その絵画に浮世絵との様式上の共通点をみてみ

よう G まずウィリアム・アリンガムの詩集《音楽教師)MusicMasterへの挿絵《エルフェ

ンメアの乙女たち) (Maids of E俳n-mere) (1854) では、同じ顔の乙女の 3人の立ち

姿が左右対称に描かれている O 間人物を繰り返すことによって、人物は偲人性を失

い、絵はパターン化する O 中世写本の人物もパターン化され、人物を特定するのは

衣装やまわりの付随物である O これは浮世絵にも共通することで、着物の柄や所持

品などによって搭かれた人物が特徴づけられる O 骨相学や観相学の影響を受けた同

時代の酉家たちが倍々の顔を描き分け、社会的なステイタスや職業、性格まで表現

していたことをふまえるとヘロセッティが人物の身体までも装飾の一部として描

いていることは注目すべき点で、ある G また反復が与える緊張感は、前面、中央、お

よび背景という画面の 3分割による大胆な横の線の使用と、立ち姿の乙女たちのド

レスの縦線の組み合わせによっても高められている O この緊張感は〈聖母マリアの

少女時代〉と《見よ、われは汝のはした女なりけにもみられる O

1856 i]三からロセッティがとりかかったモクソン版 fテニソンj詩集の挿絵では、

それまで、の作i品に自立っていた緊張感が和らぎ、代わって官能的側面が現れる O 挿

絵の一つ〈アーサーの死を嘆き悲しむ王妃たち)King Arthur and the 11伽pi昭 Queens

では、傷ついた王を輸になって見守る王妃たちを反復の手法で描くことによって彼

女たちのまなざしが熱を帯びている o (南のマリアーナ)Mariana in the Southの挿

絵で脆いたマリアーナが恋人から来た手紙を握り締める姿は、渓泉英泉の《契道中

双六)r三や扇j室内屋しJ(BM1906，l220，O.301) 

で女性がやはり膝を立て手紙を読む姿を想起

させる O 英泉の行灯が、ロセッティの挿絵で

は鏡に変わり、マリアーナの後ろ姿を映しだ

している o

純潔の騎士ガラハッドを称えたテニソンの

詩『サー・ガラハッドjSir Galahadに寄せた

挿絵(図1)では、ロセッティは詩には登場

しない 4人の女性の天使たちを聖杯が置かれ

た祭壌の下に配置し、《エ jレフェンメアの乙

女たち》で試みた反復の手法をその天使たち

に用い、画面にリズムを与えている O このよ

うに天使を繰り返して描く手法は、筆者が調
~ 1 Dante Gabriel Rossetti， Sir Galahad 

(1857) 
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査した中世の写本、 Lancelotdu Lac (Additional MS. 10293， British Libr紅 y) の 157葉

にもみられる。テニソンは「女性の手にも触れたことのないJガラハッドの純潔

性を詩に描出したが、ロセッティの挿絵のガラハッドが見つめるのは聖杯ではな

く、天使たちである O ガラハッドが立つ檀の下に天使を配した、いわゆる舞台セッ

テイングが、そのガラハッドの視線を強調する O ロセッティが中世的絵画に多用

した舞台セッティングの構留は、イタワア i中世絵画に特徴的であるばかりか、浮世

絵にもみられるものである O たとえば、菊)11英山筆《魯生耶湾一炊夢}Lu Sheng's 

Transient Dream at Handan (1820年頃、図 2) (BM 1909， 0406， 0.473.1-3) 6は舞台セッ

テイングを用いている。

図2 菊J11英山〈魯生耶j車一炊夢}1820年頃木版各 36.5x 25.5 cmロンドン、大英博物館。Trusteesof the British Museum 

《聖チェチリア}Sι Cecilia (図 3) にお

いては、聖チェチリアが城壁の上でオルガ

ンを奏でながら、天使と口づけを交わして

いる O 舞台下では、兵士が林檎を替ってい

るO その兵士は、絢より上だけが描かれて

いる O 背景の海に浮かぶ帆船も完全な形で

はなく途中で切れている O このように対象

物の全容を描かずに断片のみ描くという手

法は、中世写本にもみられる手法であると

向時に、浮世絵に特徴的な手法でもある O

ホイッスラーの、広重からの最初の影響を

留めたものとして指摘されている作品は、

1861年頃描かれたエッチンングのシワー
図3 Dante Gabriel 武ossetti，St. Cecilia 

(1857) 
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ズであり、そこでも船のマストや小舟が途中で切れている (Watanabe231) 0 ロセッ

ティは、浮世絵を知る前のすでに 1857年に、広重的な効果を一枚の挿絵に実践し

ていたことになる O

モクソン版『テニソン詩集jの挿絵の一枚《シャロットの女}The Lady of Shallot 

でも、シャロットの女が息絶え横たわる舟が切れている O その舟とクローズアップ

された木の橋場という構図は、岳亭の《大阪八景}r天保山末!責橋丹夜の図Jの構

図に類似する O ホイッスラーが広重が描いた橋を模倣して描いたことは有名である

が、ロセッティはこの時点で独自に、ホイッスラーの手法を試みていたのである O

ロセッティは、女の舟と背景の橋場をすべて描かずに、ランスロットとシャロット

の女に焦点を当てて、二人のドラマを強調したのだった。この効果は 1855年から

描き始めた《愛の舟}(The Boat of Love) にも使われている o

1857年、ロセッティはバーン=ジョウンズ、ウィリアム・モリスらとオクスフォー

ドの学生討議室に壁画を描いたが、彼が担当した《サー・ランスロットの聖杯のヴイ

ジョン}Sir Launcelot's Vision of the Sαnc Graelにも、天使を反復して描く手法と舞台

セッテイングが用いられている O グィネヴィアを描いた下絵のなかに、井戸に腰掛

けるグィネヴィアを描いたものがある O マロリーの原作には記述されていないその

姿は、春信の筆による石製の水j留めの前で手を拭く女性 (BM1931，0513，0.6) を訪

俳させる O

このプレスコ薗と対になるはずであったプレスコ画を、ロセッティはペン画で

残している O そのペン函〈王妃の部屋のサー・ランスロット}Sir Launcelot in the 

Queen 's Chamber (1857)のグィネヴイアの宮能的なポーズも、上記の浮世絵の女性

のボーズに似ている O 悦楽のひとときを過ごしたランスロットとグィネヴィアが敵

に侵入される場面を描いたこのペン調は、鈴木春信が描いた、鳥の飛来により別れ

のときを知った恋人たち (BM1906J220，0.66) を思いださせる o A.グリーヴは鳥の

~~がついた袖が垂れるギネヴイアのドレスを、ロセッティが 1860 年代に多用した

エキゾチックな衣装の先駆けと見ている (Grieve[1968J 134) 0 実際、そのドレス

はカミーユ・ボナールの n3、14、15世紀の衣装集j(1829-30)に掲載された「若

いイタリア娘jの衣装を借用したものであるが (Yamaguchi[2000J)、垂れた袖は

のちに流行るキモノ・スリーヴの先駆けでもあった。

このようにロセッティがモクソン版 fテニソン詩集jで用いた中世写本に学んだ

手法は、浮世絵にも共通する手法でもある O それらの方法を使い、ロセッティは、

挿絵を枠のなかで完結させない手法や、平面的な装飾性を追求した。その結果、そ

れまでの作品に顕著な緊張感が薄らぎ、閉じた空間が「開放Jされることになった。

これはロセッティにかぎらず、たとえばJ.M.W.ターナーもサミュエル・ロジャー

ズの 1イタリアj(1834)の挿絵で試みた手法であり (Muir)、近代の画家がまず挿
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絵で、そして絵画でめざした「全容的j絵画への試みでもある O その試みにおいて

ロセッティが参照したものが、中世写本であり、そして 1862年以降に出会った浮

世絵だったのである。

3. 1862年ロンドン大博覧会一一ヨーロッパ中世に重ねられた日本

1862年 5月に開幕したロンドン大博覧会は自本とその芸術をイギリスのみなら

ず西洋に印象づけ、ジャパニズムを開花させるきっかけをつくった。初代駐E公使

ラザフォード・オールコックがみずから選んで、博覧会に日本より送ヮた品目は 600

点以上にのぼり、そのほとんどは工芸品であった。出品目録は、漆、麦護細工、陶

磁器、ブロンズなどの金属製品、紙製品、布製品、彫刻や版画などの芸術品、教育

関係の書籍や玩具、その他という 9項目に分類されているが、浮世絵や醤a籍より、

実用品に関心が注がれている (Alcock)0 

日本の展示品を見て、『ジェント jレメンズ・マガジンJに評を寄せたのが、ゴシック-

1)バイパルの建築家の中心人物のひとりであったパージズである O 彼は博覧会の中

世部門の責任者であり、みずからも中世風家具を出品していた。ロセッテイ、バー

ン:ジョウンズもウィリアム・モリスと設立したモリス、フォークナ一、マーシャ

ル商会から、キャビネットやロセッティのデザインによるソファ、それにステンド

グラスなどを中世部門に出品した。彼らの中世風家具の特徴を「東洋139な変形模様

が暗い色調の絵と組合わされているJ(Burges [July 1862J : 4)と評したパージズは、

しかし本当の中世を見たいなら、日本部門を訪れなさい。今司、中世芸術はヨー

ロッパでは姿を消し、唯一日にすることができるのは東洋においてであるから

だ。イギリスで中世の品々を作るのは労力がいるし困難であるが、エジプト、

シリア、自本ではバザーで買うことができる o (中略)実に日本部門は展覧会

の真の中世の部門である (BurgesC1uly 1862J : 10-11) 0 

と述べており、日本の工芸品、実用品にヨーロッパ中世の芸術を見るのである O

パージズは、続いて伺雑誌に B本部門に関する記事を寄せた (BurgesCSeptember 

1862 J : 243-54) 0 そのなかでパージズは E本の日常品に中世の十字箪以来の手作業

の伝統が今も息づいていると絶賛した。当時、ジョン・ラスキンが『ヴェネツイア

の石j(1851-3)で唱えたように、産業革命によって機械化と大量生産が進み、中

世にみられたような手作業に表現された作る人の精神が失われたという近代社会へ

の批判から、クラフツマンシップ(職人気質)と Decorative加への関心が高まっ
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た時期でもあった。パージズは金属製品、象牙彫り、家具、漆、武具、紙製品など

を驚嘆しながら評した後、中世芸術を勉強するなら、

l時間、いや l、2BB本部門で過ごすことは決して無駄ではない。なぜなら

見知らぬ野蛮人が中世が教えてくれることすべてを知っているばかりでなく、

ある点ではそれらの方が私たちも越えているようだからだ。

と結んでいる (Burges[September 1862J : 254) 0パージズは、獅子の頭がついた壷

や魚の皿といった日本のグロテスクを蒐集するようになった (Crook52-53)。非ヨー

ロッパの装飾は、空想や想像力の産物であり、ヨーロッパの理性的で歴史的な表現

とは全く異なる感覚や本能に基づく表現としてみなされてきたが、日本のグロテス

クは、感情の統制の及ばないもの、穏やかではいられないもの、換言すればゴンブ

リッチのいう "thesense of order" (Gombrich [1984J 251-84)から逸脱した表現でイ

ギリスの人びと、なかでも中世主義者たちを魅了したのだった。彼らは生命、動き、

感情が吹き込まれたグロテスクに、自由でオーガニックな、ダイナミックな感情の

表現、「プリミティヴ」な本能のリズムをみて虜となっ t::.o パージズばかりでなく、

オルコックは自分が選定した博覧会の出品作の日本のグロテスクを表現において

中世のそれと比較し、「中世を凌ぐ」と評した。またデザイン理論を展開したジョ

ン・レイトンやドレッサーも中世と日本の実用品を重ねている O 彼らが共通して

興味を示したのは、日本のデザイン、しかも人物や動物をかたどったグロテスクで

力強いデザイン、あるいは彫り物であった。とくにドレッサーは、象徴的なフォル

ムの助けを借りることなく装飾によって感情や観念を表現するという装飾のもつ力

をかねてより論じていた (Dresser[1862， 1977J) 0彼はその力を日本のデザインに

みいだし、力、エネルギー、そしてj感情を以後の自分のデザイン理論の根底におい

て、デザインが人間の本能の発露だとするデザイン論を編み出し、抽象絵画誕生に

大きな影響を与えることになる O ドレッサーは「心的起源がある日本のオーナメン

トを、生きているものから派生したと考えるべきだ」と主張して、「恥ずかしいか

もしれないが、日本からさえ学ぶべきことがたくさんある」という([Dresser J [May 

1863J : 308， 364-65)0さらに、 ドレッサーは「理想郷にすむ生き物jを象った日本

のグロテスクに感情の発露と力を感じとり、グロテスクこそ抽象化された、純粋な

るフォルムだと論じるにいたる (Dresser日870J: 151， H;tlen 30) 0しかも彼らがこ

のグロテスクに匹敵させるのは、作り手の精神が恵、づいていたと称賛するヨーロッ

パの中世芸術である o B本そのもの、その芸術、工芸品は、イギリス 19世紀の中

世主義の風潮が高まるなかでまず受け入れられたのだった。ヴィクトリア朝のデザ

イナーや芸術家たちは、それまでの因習に縛られた絵画、古典的な伝統、岳然の模
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倣にすぎなかったデザインに欠けていた感情の表出やエネルギー、力のi噴出を、中

世に、そして百本に探し求めたのである。

ヨーロッパが最初に日本に関心を抱いたのは、「中世:以来変化ほとんど変化して

いないj、「プリミテイヴで、文明や産業革命によって汚されていない子供のような

純粋さJであった。 19世紀の中世主義と子供の無垢な精神の発見がB本受容まで

適用されたのである。ジャックソンは、アフリカ、中東の民族に fプリミティヴJ

が使用される場合は「野蛮jという意味を含蓄するのに対して、日本人に用いると

きは「文明や産業革命によって汚されていない子供のような純粋さ」という意味合

いが込められたと述べた (Jackson 245-56) 0 r子供のようなJは日本への常套句となっ

たo r近代化」の危機感を覚えていたイギリス人は、ヨーロッパ中世をリアルタイ

ムに映す鏡として百本を想像(創造)していった。ジャパニズムは近代の喪失感が

志向したプリミティヴイズムの波のうねりのなかに生み出されたのである O 子供の

ような見方で物体とその色彩を見る「無垢な眼jが、浮世絵とフランスの印象派を

結びつけたことはすでに論じられている O その「無垢な眼Jの重要性を指摘したの

は、中世主義者ジョン・ラスキンであった。ラスキンは、労働者学校で労働者たち

に素描方法を教えるさいに、慣習に縛られない「無垢な眼jで見ると、自然、は色彩

の濃淡によって形作られていると説いたのである (Ruskin，The Element of Drawing， 

TheTIゐrks15) 0 

イギリスのジャパニズムは、中世主義者の建築家やデザイナーたちによる本能的

なエネルギーの探求が加速させた現象である O フランスでは日本の着物や浮世絵の

構図が、画家たちにショックをあたえて、まず日本美術の装飾性や構図がフラン

スの絵画のなかにとりいれられたのに対して、イギリスでは司本の工芸品や浮世絵

に潜むエネルギーが、抽象的なかたちでとりあげられたことは注目すべきことであ

るO

ロセッティは 1848年にラファエル前派兄弟回を 6人の仲間とともに結成したが、

この兄弟団はラファエッロ以前の「プリミティヴ」な画家(ItalianPrimitives)に倣い、

芸術に対する誠実な態度を取り戻すことを日指したグルーフ。だ、った。ラファエjレ前

派兄弟団が解散した後も、ロセッティは 1856年に出会ったウィリアム・モリスや

パーン・ジョウンズとアーサー王物語に取材した作品を制作し、ヨーロッパ中世に

作品制作のインスピレーションを求めていた。そのロセッティが 1862年のロンド

ン大博覧会後、弟のウィリアム・マイケルとともに浮世絵を蒐集するようになる O

ロセッティのなかでもヨーロッパ中世が日本に連結していったのである O この中世

主義とジャパニズムの接点を彼の浮世絵コレクションを事例としてみてみよう O
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4. ロセッティ兄弟の浮世絵コレクション

ロセッティが染付と並んで、浮世絵、及び日本の絵本を収集していたことはよく

知られている O それらはパリで 1862年に関mしたマダム・ドソワの日本物品j苫や

ロンドンの日本物品j苫などから購入されたものであるが、詳細はあきらかにされて

いなかった。その詳細を記すウィリアム・マイケルが 1908年に作成した自宅の絵

画リスト「セント・エドマンズ・テラス 3番地に飾られた額装された絵画作品など

(評価額等)Jを、カナダのブリティッシュ・コロンピア大学でロセッテイの遺族か

ら寄贈された AngeliDennis Papersから発見することができた 8。そのなかには 91項

自にわたって浮世絵および絵本の内容と作者がわかる場合はその名前、それに購入

時期と評価額が記されていた。またそのリストに付随する 1903年 2月 27自および

3月7日に記された fパーミンガムで行われた展覧会用に United Service Gazetteに

提供した日本の作品リスト」には絵本 7冊と 11種の版菌が記されている O 以下に

セント・エドマンズ・テラスの絵画リストから抜粋した浮世絵及び絵本のリストお

よびパーミンガムの展覧会用に貸し出した日本の作品をあげる O

List ofWorks of Art framed or otherwise displayed in No. 3 St. Edmund's Terrace 

With Estimated Value &c 

Date 6 December 1908 

それぞれの作品が飾られていた部屋、作品番号、現在の所有者(日[ヘレン]、 M[マ

リア]はウィリアム・マイケルの娘)、画家、主題等、備考 (DGR[ダンテ・ゲイブ

リエル・ロセッティ]購入とあるもの以外はすべてウィリアム・マイケルが購入した

もの)、評価額の)1領

評価額

f: s d 

番斎 70 日日本黒い模様の衣服を着た女性 自分が購入 11 -

色刷 1903年頃

客間 107 日本宇治)11の戦い 色 刷 自分が購入 1 --

1900年頃

化粧室 219 日本女性等 -8枚目水彩画 自分が購入 2.5 -

1870年頃

221 日本 「月光のさす庭」色脱 自分で購入 2-

子供 249-287 H広重風景画、または風景の詳細 1820年頃 21.10 -

部屋 人物の主題色尉
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39枚を 38に額装 ヘレンの部屋に移した

(1つの額に 2枚の版が納められているものがある)

288-302 H 自本様々な主題色刷 1820年頃 7.10 -

303-306狂昌本虎と三羽の桑 (4枚)木版商 1820年頃 15 -

320 H日本狼とされこうべ木版画 ト

ヘレン 328 北斎 富士山に鶴、富士山に舟(2枚) 1902年頃購入 3.10 -

の部屋 色腐、ブルーチント

329-333 H 広重風景画、橋、花火等 (5枚 1820年頃 5.00 

色刷

334-335 色刷 2枚

マリア 353 M 日本女性と 4匹の犬色刷

の部屋 356 M 歌麿 もたれかかる女色刷

361 M 日本舟がある風景色刷

364 M 日本冬の群像 色刷

374 M 広重投網色刷

廊下 405 日本 3組の女性たち 色刷

406 日本兵士と竜色刷

10目

1902年頃購入 1 

1902年頃購入 1 

1905年頃購入 8 -

1905年頃鱗入 8 -

1866年頃購入 15 -

1863年頃 DGR l.10ー

が購入して額装

これらの作品は 15 -

DGRとともに

1863年から始め

た日本品収集の

早い時期に購入

したものである

が、この主題

[武者絵jのう

ちの3点は、芳

幾、重宣、由貞

の作品だが、現

在は不明 O

407 国芳 海中で真珠をもっ女 DGRが 1863年 1.10 -

竜などの海の生物から身を 頃購入し額装

守っている 色刷

408-409 自本舟に乗る帝とその家来 406参照 l.12 -

接近する舟 (2枚) 色刷

410 日本 落胆する 2人の女と一人の娘 1865年頃購入 10 -
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色尉

411-420 広重風景に人物 これらの広重の 5.10 -

12枚が10に額装色刷 作品の何枚かは

本の形式であ

り、 1870年頃臼

本に行った船員

から購入した。

(3枚を一つの

額に納めてい

る)他の作品は

後に購入

421 B本流れのそばの 2人の少女 1865年頃購入

色刷 この作品はおそ 6-

らく 3枚続であ

るが、 2枚続のま

まの方を好んだ

[423 中国 女性たちを描いた水彩画 1870年頃購入 1.2 -] 

424 日本 洞窟で蛇、妖怪と戦う兵士 406参照 16 -

色刷

425 日本熊を殺す兵士 色刷 406参照 16 -

426 日本 湖の中で 2人の男を負傷 406参照 16 -

させる兵士色刷

427 日本 海賊船に舟から飛び乗る 406参照 l.12 -

-428 兵士 2ヴァージョン 色刷

429 日本 隠者の大立者と女性が衣を 406参照 15 -

洗う場面色脱

430 B本様々な民話を描いた一枚 406参照 18 -

色尉 このうちの 4な

いし 5の民話が

Mitford 作 Tales

of 01d Japan ~こ

含まれている

431 日本舟等の爆破色尉 1863年頃 DGR 1 -ー

が購入し額装

432 日本 日本の海岸で難破し 406参照 14 -
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虐殺された軍隊

433 日本芸者国 ちりめんに色刷 406参照

小作品の 2枚は吉寅作

434 日本龍にのる女帝と付添いの 406参照

女性たちちりめんに色刷 406参照

435 自本宇治JIIの戦い 色縦 406参照

436世437 日本四十人の浪人 2枚色刷 406参照

438 E本 にわか雨に 3人の人物 406参照

ちりめんに色尉

J apanese Works 

0百'eredto United Service Gazette fOI・Exhib.at Birmingham 

The numbeling &c are copied from the List drawn of for the Whitechapel Exhib. 

書物

a 2 扇、箱等のデザイン

b 4 人物デザイン等ハーフチント

c 5 北斎 4と問様な人物デザイン

d 12泰斗(北斎の弟子)きせる職人のデザイン

e 10西欧の社会・作法の自本のデザイン

f 19音楽や楽譜の歌曲集らしい

g 27鳥、人物等のデザイン内、何枚かは色刷 (drawings)

版酷

h 31 四十七士 32枚一北斎

32 Baruko 烏ーデザイン 10枚

33 Bukuro 馬ーデザイン 9枚

k 34 Shansho [春章?]答められている日本の武士一デザイン 10枚

1 35 Ikku [芳幾?]グロテスクーデザイン 6枚

m36広重 風景画集ーデザイン 5枚

n 38崇学堂花鳥図ーデザイン 5枚

o 41 人間の衣を着た鳥ーデザイン l枚

p 43芝居絵ちりめん 3枚続

q 44風景と人物ちりめん

r 46本の包装紙

以上、 18品目は 1902年9月17日に展覧会用に運び出された 0

1903年2月27日に記し、再度 3月7自に作成

15 -

15 -

11句

1.2-

14凶
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これらの購入時期についてウィリアム・マイケルは兄の夕、、ンテ・ゲイブリエルが

一冊の審物か版画を一枚購入してすぐ、自分も自本美術に巨覚めて、いくつか日本

の作品を購入したとしている O そしてその初期コレクションはロンドンで、また同

じ数をパリのマダム・ドソワの活から購入したという (WMR[1906; 1970J 1.279) 0 

「日本の作品を収集し始めた 1863年頃に購入したj とあるリスト 406、408、409、

424-430、432-438はおそらくこの時、ロセッティ冗弟がロンドンにて購入した初期

コレクションであろう o 1863年、ウィリアム・マイケルは購入したばかりの「写

実的な、無彩色の日本の風景Jが描かれた絵本をラスキンに送り意見を求めてい

る(この本はリストにはなく内容は不明)0 B本嫌いで有名なラスキンの返答(1863

年 6月 15日付書簡)は意外である o r絵本は楽しいものでした O どうもありがとう O

日本に行って住んでみたい。(中略)日本を書籍小包でお返しします。海や雲がな

んともいえずよい。山もすばらしい。J(WMR [1903J 25-26) 

その年ウィリアム・マイケルは、「日本の人物デザインについて書かれた英国で

最も早く出版された記事J を『リーダ~j 誌に載せた(後述)。またウィリアム・

マイケルは 1865年の書簡で北斎シリーズ (r北斎漫画Jとおもわれる)についての

知識も示し、またそれがすでに珍重されていることにも触れている O その年、パリ

で北斎の絵本二部-を購入しているが、これについては後述する O

ウィリアム・マイケルは、 1864年 6月 18自にマダム・ドソワの庖を訪れ、日本

の品々を購入する O その日付の B記は以下のようである O

リヴォリ通りにあるドソワの庖に行って、版本等を 40フランほどで購入した。

レベレティエル通りの庖より安い。 10月には新しい荷、とくに鳥や花を描い

た版本が届くそうだ。 (1宇略) ドソワ夫人は日本のものについて諸々を話して

くれた。木の葉の模様がついた着物を着た人物は大君(英語の iで発音する)

である O 女性に常に与えられている顔のタイプは、単に慣習的なものである O

実際のタイプは、短くずんぐりした鼻である O だが、日本人は長く垂れている

を好むので、彼らはその好みにあわせて鼻を間に合わせに作る O 臼本人は、『イ

ラストレイテッド・ロンドン・ニュースjの挿絵のようなヨーロッパの作品を

たいそう気に入っている O ボイスのティーポットは、結婚のような機会に使用

される結婚用のティーポットだ。日本の大使がドソワ夫人にそう教えたらしい。

(WMR [1903J 55) 

続いてロセッティが 11月 12日ドソワで日本品を購入している O 自本の着物を探し

たが、画家のジヱイムズ・テイソがすでにすべて買いあさったと母に宛ている O
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日本の 4冊の本のみ、わずかな寅い物をした。(中i格)彼の[ヴイリアム・マ

イケルが言っていた]日本j苫に言ったが、コスチュームはすべてフランス人画

家のテイソがひったくってしまっていた。ティソは 3点の日本j試の絵を描いて

いるようだ。 j苫の女主人はそれらを世界の 3大不思議と僕に奮った O 女主人の

考えではホイッスラーは明らかに完全に影のなかに追いやられている。彼女は、

ホイッスラーが僕の磁器コレクションに仰天していたと大笑いして話してくれ

た (Correspondence3.64.154， dated 12 November 1864) 0 
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ワの J苫を訪れ、「ダjレリンブル

夫人のために 4枚の鵡の刺繍、

自分のために北斎の絵本二冊、

及び革の型捺紙を買う J(WMR 

[1903J 105) 0 パーミンガム j畏

の出品リストの c5 I北斎、人

物のデザイン、半ば色付け」は

この時買った北斎の絵本のう

ちの一冊であろう O 北斎のその

ような絵手本には f三体面譜j

(文化 13年刊)、『伝神間手一

筆画譜J(文政6年刊)、そして

f北斎漫画jなどが挙げられる O

図4 葛飾北斎《寓歳三十六景〉付131'1、!梅津左J(1823) 

図5 葛飾北斎《冨獄三十六景}r相ナト!七里浜J(1831) 
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この頃には?北斎漫画jの知識があったウィリアム・マイケルが、その書名を挙げ

ていない(1908年作成のリストにも見られない)ということは、購入した絵本は日と

斎漫画jではないのだろう O 彼が 1902年頃購入したリスト 328の北斎はと《富議

三十六景)rキ町村梅津左jと《冨獄三十六景}r相川七里浜jであることが判明した

(図 4、5)0後者はロセッテイの子孫オリバー・ロセッティ夫人に依頼して、ロセッ

ティから伝わる浮世絵の写真を撮っていただいたなかにあった。パーミンガム出展

リスト h31にも北斎の名前で r47人の浪人』とある O これが四十七士を描いたも

のだとすれば、北斎はその主題を搭いていないので別の絵師の作品となる O

ウィリアム・マイケルは 1865年のドソワ再訪から lか丹後の 6月24日に別の日

本品)苫で「ちりめんの小さな版画」を買い求めた。

カプシーヌ大通り 7番地の日本品庖に行って、クレープ(ちりめん)の小さな

版画をかなりたくさん購入した。ホイッスラーはちりめんの版画の精選品を

もっているが、その傑作の何点かをいまや手放すことになるだろう o J苫の主人

は、この題材についてかなりよく知っているようだが、もし主人が日本に行く

としても、色刷り、その他のプロセスを学ぶことはできなかっただろう O こう

したもののすべては、帝の街で作られていて、大君自身干渉しではならない秘

密として油断なく守られている O 北斎のシリーズは 30のパーツから成ってい

るが、ヨーロッパの誰もが完全な版をいまだもっていない。 25のパーツを所

有しているテイソがもっとも完全に近いものをもっている(とおもう)。北斎

は百年位前に没した (WMR[1903J 130) 0 

このときウィリアム・マイケルが購入した「ちりめんの小さな版画jは 1)スト

433、434、438、及びパーミンガム展の出品リスト p43とq44であると考えられる O

また 410と421の浮世絵もこの時のパリでの買い物に含まれていたのであろう O

ウィリアム・マイケルはさらに北斎に言及し、そのいまだ不明な全貌に対するかれ

の並々ならない好奇心を示している O

ロセッティは 1866年に関かれたアランデル・クラブ展覧会に "FemalePearl Diver 

attacked by Fishes"と"TheHarem"を出品したことを 1866年 2月15日、J.A.ローズ

に伝え、ローズにそれらの額装を依頼している (Correspondence2.66.26) 0 前者の「真

珠とりの海:女Jは、リスト 407の r1863年頃 DGRが購入し、額装したj由芳の

大判錦絵〈玉取り》であろう O 後者の「ハーレム」はリスト 405r1863年頃 DGR

が購入し、額装したJ三組の女たち(遊女かけだとおもわれる O リストで 407、

405以外に「額装jされた作品でロセッティが購入したものは 431の「舟の爆破j
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であるが、これは「ハーレムjには核当しない。

E.F.ストレンジは[広重の色刷版麗j(1925)の中で、ロセッティのコレクショ

ンについて次のように述べている o

我々が知る限りでは、ロセッティは 1862年か 1863年頃パリで何点ヵ、の日本作

品を購入したO それらはウィリアム・マイケル・ロセッティの手に渡ったの

で、わたしはそれらを見ることができた。彼が親切にも調査する機会を与えて

くれたのだ。国芳と弟子たちによる三枚続の武者絵や伝説を扱った挿絵が主

で、広重の f江戸百景』の風景版画とその時代のシリーズ作品がわすヰかにあっ

た (Strange125) 0 

このストレンジが見た国芳らの作品をリストと照合してみよう O

武者絵

リストにある武者絵は、 107I宇治川の戦J、406I武士たちと竜」、 424-426の武

士の色刷に、 427-428の二枚続の「海賊船に飛び乗る武士J、431の「舟崎の爆破j、

432の「海岸で難破しj量殺された軍隊」、 435I宇治)11の戦J、そしてバーミンガム

展出品 1)スト k34 I各めを受けている日本武士J(おそらく春輩の作〉である o

この中でロセッティが購入したとおもわれる国芳とその弟子によるものは 406、

424-426、427-8、432、435である O ウィリアム・マイケルが406械で、挙げ犬二武者絵の

絵師、すなわち(一意斎)芳幾、(歌)11)重宣、(歌)11)国貞のうち、国芳の弟子は

芳幾であり、その

作品は国 6である

(タイトル等は現

在のところ不明)。

「三枚続の武者絵j

は424-426にあた

る可能性が高い。

ストレンジは「三

枚続」といってい

るが、これは必ず

しもトリブティッ

クではなく、判形

が等しい問主題の

浮世絵が並んでい

たとも考えられる

からである O その

図6 一葉斎芳幾写真はオリ 図7 歌JII国芳〈碓井又五郎飛騨

ノ¥-・ロセッティ夫人提供 山中ニ大猿ヲ宇丁) (1834 ~ 
35) 
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点で価格も向じ 424-426を候補に挙げることができる O 国芳の《碓井又五郎飛騨山

中二大猿ヲ打)(大判錦絵) (匿のなどは 425の「熊を殺す武士 jに類似する作品

である C また国芳の《水訴伝豪傑百八人一〉にも、424I蛇などと戦う武士」、425I熊

を殺す武士J、426r二人に傷を負わせる武士Jに近い挿絵が見受けられるが、色脱

りではない。 432は国芳の《高祖御一代略圏一弘安四年上人利益濠虎軍敗北》かも

しれない。ストレンジがいう「伝説を扱った挿絵jも国芳らが描いた武勇伝や、玉

取り伝説にもとづいた 407のような浮世絵であろう O

ストレンジが見た田芳らの武者絵がどれであるのかは確定できないが、この証言

はダンテ・ゲイブリエルが浮世絵収集をはじめるにあたり、武者絵と版本からのも

のとおもわれる「伝説を扱った挿絵」を購入したことを裏付けるものである O これ

までみたように、武者絵と並んで、ロセッティ兄弟がパリのマダム・ドソワの庖や

ロンドンのファーマーズ・アンド・ファーマーズ、リパティなどの庖から日本の物

品を購入するさいに関心を寄せたのが版本であったことが、彼らの書簡や自記から

明らかである O

広重

ストレンジが言及する広重の風景版画はリスト 249-287、329-333、374、411-420

とバーミンガム展の出品リスト m 36にみられる O このうち m 36は、リスト

329-333の広重の「風景画、橋、花火等 (5枚)J と同じものと思われる O ウィリア

ム・マイケルの孫にあたるオコーナ一夫人は、エドマンド・テラスにあった浮世絵

図8 歌川広重〈名所江戸百景>r京
橋竹がしJ(1857-58) 

図9 歌)'1広重《名所江戸吉景>r佃

しま住吉の祭J(1856-58) 
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を何点か所有しており、夫人のご子恵、から送っていただいた写真に広重も含まれて

いた。これは、広重の〈六十余州名所図会}r対馬、海岸夕晴J、〈名所江戸百景}r日
本橋雪晴J(1856-58) (名立IT江戸百景)r京橋竹がしJ(1857-58、図的、《江戸名所

御殿山花盛〉である。また、オソパー・ロセッティ夫人が送って下さった写真に

は〈名所江戸百景) (1856町58 安政 3 年~5 年) r佃しま住吉の祭J(国 9)が含まれ

ていた。これらが329-333の広重の「風景頭、橋、花火等jの5作品に相当する可

能性が高い。ただ、広重の花火を題材にした作品は、お送りいただいた写真のなか

に含まれておらず、特定することができない。《名所江戸百景}r京橋竹がしJの影

響も伺える、ホイッスラーの〈青と金のノクターンーーオールド・バターシ一橋》

Nocturne in Blue and Gold: Old Battersea Bridge (c. 1872-75)や《黒と金のノクターン

一一落下する花火)Nocturne in Black and Gold， The Falling Rocket (c. 1874-75)には、

広重の《名所江戸百景}r両国之花火jや《東都名所}r両国之宵月Jが多大な影響

を与えたが、それらの作品がロセッテイのコレクションのなかに含まれていたかも

しれない。リスト 374の「広重 投網Jは広重の《六十余州名所図会}r若狭漁船

繰網」と推測できる O ストレンジがこれらの作品を見たことは確実で、ある o ただ

ロセッテイが購入したものがどれであったかは確定できない。ウィリアム・マイケ

ルは広重をターナーと匹敵させ絶賛している O

本物の洞察力と最上の力、そして力に由来する優雅さにおいて、広重よりも

優れた風景画家がいまだかっていただろうか。そうだ、ターナーがいた。他に

はいるのか。あるいは、その手でふれたものは何であれ、北斎よりも仰天させ

るような巨匠はいただろうか。虎の骨格や「解剖

学的な姿Jに固執するのではなく、虎一一虎の本

質を Ganko[岸駒]よりも理解したものは誰だろ

うか 90 鳥や花の群の創案者、花や鳥の生命の目

撃者で、北尾重政や崇学堂に匹敵する者はいるの

か。

ほとんどのヨーロッパのものはこのような力強

い手仕事の傍らではなんと活気がなくつまらない

ものに、なんと面白みがなくぼんやりしたものに

見えることか (WMR[1906; 1970J 1.279) 0 

先にオリバー .Dセッティ夫人の写真に触れたが、

ここでロセッティから当家に伝わったロセッティ兄弟

の浮世絵を紹介したい。北斎の〈富巌三十六景}r相

図 10 崇学堂花島画写真は
オリノτー・ロセッテイ

夫人提供
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ナトi七里漁]、広重の《江戸苔景)r偲しま住吉の祭(1856-58) については前述した。

その他にオリバー・ロセッティ夫人が送ってくださった写真のなかには、バーミン

ガム展に出品した崇学の f花鳥画j(n 8) 6 枚 ([~110) 、緑の着物を着た女性を描

いた菊JII英山とおもわれる絵師の@ ({扇屋内春日堂))、舟に乗る男女を描いた豊

田の作品(リスト 361?)、絵師不明の手紙を読む今様美人、及び 36人の人物デッ

サンがある(ハーフチントでないため a2には当たらないとおもわれる)。 リスト

356の歌麿の〈もたれる女〉は、緑の着物の女性を写した写真の作品とは別のもの

であり、《教習11親の E鑑理口者》等の作品と推測できる O

また別のロセッティの子孫オコーナ一夫人のご主人 R.A.オコーナ一氏より

の 1993年9月 27日付の筆者宛の書簡に記された日本絵画は、1)狩野派の絵

師(1603-1674) による面、 2)雪舟派の絵師による画、 3) 菱)11師宣酒、 4)Iwasa 

Mathei、5) 歌川豊春画、 6) 狩野派の絵師による画、 7)Shinsai面、 8)Unkoku 

Shiutoku酒の 8点である o (7)を除き全て白黒であるという O このうちでロセッテイ

から譲られたのは数点であり、 (3) (5) である可能性は高い。ただ書簡には絵師の

みが記されていたので、リストと照合することはできなかった。

ほかのリストにある浮世絵については、リストの記述からは、それに相当する浮

世絵を確定するのは困難だった。それゆえ、調査できた範囲で、リストの記述に準

じた浮世絵の例をあげていく O リスト 70の「黒い模様の衣版を養た女性」はオコー

ナ一夫人のご子患が送ってくださった写真のなかに含まれていた豊田の作品である

(図 11)0 リスト 405r三組の女性たちjの例としては、鳥文調栄之の〈邸内の遊楽

図 11 豊国 写真はオコーナ一夫
人のご子患の提供による I~ 12 写真はオコーナー夫人のご

子息の提供による
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美人}(大半日錦絵三枚続)などがあろう。 427-428r海賊船に舟から飛び乗る兵士j

とは、国芳の《八島大合戦)(大半日錦絵三枚続)に描かれた舟に乗る武士たちの争

いのような図柄の浮世絵であろう o リスト 434の「離にのる女帝と付添いの女性た

ちJは、オコーナ一夫人が所有する図 12の作品だが、絵師等については特定でき

ていない。リスト 107と435の「宇治)11の戦いjの例としては、 i富芳〈宇治J1I合戦

之図)(大判錦絵三枚続)、広重の〈和漢英雄伝》からの「宇治)11先時J(横大判錦絵)、

芳員《摂ナ1'1宇治JI1大合戦)(大判錦三枚続)などがある O

さて、ここでロセッティたちが購入した浮世絵の価格についてみてみると、ウィ

リアム・マイケ jレのリストには、浮世絵と並んで彼らが所有したヨーロッパ絵画や

ラファエル前派の作品の評倍額も記されている O たとえば、ロセッテイが描いた

クリスティーナの肖像画 (1866)は最高の 420ポンド、〈アスベクタ・メドューサ》

Aspecta Medusa (鉛筆)が 18ポンド、妻エワザベス・シダルが描いたペン画〈ピッ

パが行く)Pippa Passesが 11ポンド、ホイッスラーのロンドンを描いた版画 3点は

55ポンド、パーンニジョウンズの戯画が2点で、 22ポンド、フォード・マドックス・

ブラウンの娘でウィリアム・マイケル夫人となったルーシー・ロセッティの〈ロミ

オとジュリエット}Romeo and Juliet (c.1872)カ宝80ポンド、そしてヴェネツイア派

の聖ヨハネの伝説(1590年頃)が 30ポンドである O これらに比べて、浮世絵は国

芳が lポンド 10シリング、広重が 12枚で 5ポンド 10シリング、芳幾らの武者絵

は 16シリング、北斎が2枚で 3ポンド 10シリング、歌麿が lポンドである O また

ロセッテイの書簡にあったように、!弄風が2ポンド余で購入できた。浮世絵は、染

付などに比べ安価であり、容易に収集できる品であったことがわかる o

リストに挙げた浮世絵は、シンプルに額装されて、帯のように連なり、ロンドン

のEndsleghGardenにあったウィリアム・マイケルの居間を飾っていた O これは「芸

術的」とよぴならわせる室内装飾の先駆けでもあった。ロセッティもその豪華な装

飾を称賛した。しかし、 1890年から住んだセント・エドマンズ・テラスでは、義

理の父であるフォード・マドックス・ブラウンの好みに合わず、またその娘でウィ

リアム・マイケルの妻ルーシーも好まなかったので、浮世絵は入口から続く廊下に

掛けられた。リストにも浮世絵が置かれた場所は明らかで、ラファエル前派の作品

が居間などに飾られているのに対して、浮世絵の大部分は廊下、あるいは醤:斎、子

供部屋を彩っていた。ウィリアム・マイケルの浮世絵への関心は子供に引き継がれ、

とくに娘ヘレンは E本美術を学んで、いる (WMR[1906; 1970J 1.277) 0 1901年 5月

5日、ロセッティ家を訪れたo.ガーネットは、ヘレンから「中国のドレスと日本

の浮世絵」を見せてもらったと日記に記している O また翌年 2月23日の日記にも、

ヘレンから「新しく購入した笥本の浮世絵と細密酪Jを見せてもらったとある O そ

のときヘレンはロセッティが買った金と真紅の衣裳に真珠のブローチを身につけて
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いた (Garnett21-28) 0 

ロセッティ兄弟のコレクションは、パリのドソワの屈などで集めた品々に、ロン

ドンのファーマー・アンド・ブアーマーズ、そして後にリパティなどのj苫で購入し

た日本製品が加わった。ロセッティのコレクションには浮世絵以外に日本の花の絵

(堺嵐と向ーのものかもしれない)、日本家具、調度品、琴なども含まれていた。ま

た浮世絵収集と伺時に、ロセッティは中国の染付 (blueand white china)の収集を

始めるようになった 100

5. ウィリアム・マイケルの北斎論

1862年のロンドン大博覧会の翌年、ウィリアム・マイケルは「司本の木版画一

日本渡来の絵物語本」と題した一文を r1)ーダ-j誌 10月31臼号・ 11月7日号

に掲載さした。その記事 rB本の木版画一一日本から購入した絵本Jは4年後に

改訂され、他の美術評論と併せ、 FineArt (1867) に収録されている (WMR[1863; 

1867J)0谷間-1専幸は、ウィリアム・マイケルが所有し、記事で論じた絵本が北斎の

向日漢絵本魁j(1836、天保7年)であると指摘した (Tanita1985) 0谷田は、 1863年

の雑誌記事と改訂文を比較し、記事の段階ではウィリアム・マイケルが、絵本の作

者が北斎と気づいていなかったようだが、 67年の評論集では門Hoxai"と言及し、彼

の鳥、魚、蛇などの装飾的であると j司時に自然主義的な描写を称賛し「抜粋集や百

科事典的な木版蘭の作家のうちでもイ憂越の名匠jと紹介したとする O

この問/J漢絵本魁jの全場調を解説した記事は、ウィリアム・マイケルみずから

r 1:1本の人物デザインについて英国で書かれたほとんど最初の文jと自負するよう

に、有名なゴンクールの北斎論よりもずっと以前に、イギリスで北斎論が書かれた

のである O しかしながら、ウィリアム・マイケルは当時、この絵本の作者が北斎で

あるかは知らないまま、解説をほどこしたのだった。筆者はこの北斎論を訳出した

際、訳者解題を付した。 以下の論はこの解題に拠りながら、ウィリアム・マイケル

の実際の解説を加えて補足したものである O

この北斎論の存在を世に知らしめたのは、本間久雄の「ロセッテイの北粛論Jで

ある O 本間は「我が浮世檎について書いた外閣の書籍で、ーっとして、このヰリア

ム・ロセッテイに言及してゐるもの、ないのは不思議だ、」として、次のように述べ

ている O

撃って B本の帝国大撃盤挙部の講師でかつ浮世絵の研究家として第一の権威と

自せられてゐるヰリアム・アンダアソンは、その著 f日本版輩、その控史、技
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巧、特質(一八九五年版)の中で、北粛を説いた一説に fヨーロツパで北薪

について書いた最初のものは、著者(アンダアソン)が一八七八年に「日本ア

ジア協曾曾報jに寄せたノト稿 fB本総輩史Jであって、それ以来、北粛はヨー

ロツパにおける識者の稿賛の的となったj といってゐるが、アンダアソンの響

いた以前一八六三年に、践にヰリアム-ロセツテイが(中|目的情理を兼ねた北

議論を護表してゐるのだ(本開 8)0

さて、ウィリアム・マイケルは、「さまざまな画題のひとつひとつ、絵の表部Jこ

にあらわれるままに詳細に描写していく jと宣言したように、絵本の 31場面を解

説していく O ウィリアム・マイケルは、各場面ともおなじヒーロー(英雄・主人公)

が描かれていると誤解し、全場面の絵を|司じひとつの物語の挿絵として解釈しよう

とした。

このなかで、注目したいのは、彼がく奇妙・グロテスク・力強さ・エネ jレギー>

という形容詞を数多く使用し、そのような表現に驚きのまなざしを向けていること

である O ここで、そのような形容詞が用いられたウィリアム・マイケルの解説(鎌

者訳)と、それに対応する絵をみてみよう(以下、下線は筆者によるもの)。

第二番

第一番は一ページのみを徒用しているが、第二番とこれにつづく絵は見開き二

ページを占めている O その二ページを中央で分かつ力強い線によって、絵が寄妙に

分割されている O この絵には、巨大なトカゲの怪物が描かれている O それは中国人

の空想力を特徴づけるものとおなじくらいグロテスクだが、こちらのほうが想像は

しやすい。けれども、恐ろしさは増している O 怪物の頭は楠乳類の特徴らしきもの

をそなえ、列状のきざみのあるとげに覆われ、そのうちのこつは、猫のほおひげの

ように、鼻孔の上から大胆な曲線を描いている O たくさんの脊柱にそって広がる脊

骨は、不気味に目を51くO 二つの巨大な三又の瓜がみえる O トカゲの尾のようなも

のは、額の高さで輸を描いている O ひとつの爪のところで空中にたなびく、文様の

あるマントのうえで、少年が子供特有の自信をしめしながら休んでいる O 女が家の

隅から陰うつな光景をおどおどとみやる O この女が立っているところをのぞいて、

背景全体に濃い黒が横たわっている O その表面は少々ざらざらとしているが、それ

は、版木からの摺りが、一度だけ押してできあがったものではなく、こすってでき

あがったものであることを示しているのだろう O このような黒のマッスは、時が夜

であることを培示する慣習的な手段のようである O われわれはこうしたマッスをこ

れから何度も自にするであろう O 絵のなかで対象を暖昧模械にすることは決してゆ

るされず、徹jまして対象がそこそこの輪郭線で描かれている O
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図 13 北斎(画狂老人目)r和漢絵本魁j第三番 (1836)
永田生怒 監修解説 f北斎の絵手本j二(岩崎美術社， 1986)76-77. 

第三番 (l~ 13) 

j武に布をなびかせて、法外なほどのエネルギーを発散する筋骨たくましい男が、

上空の絵には描カ亙れていないなにかに向かつて、弓から矢をピュンと放ったところ

である O その男は第一番の男と同一人物のようにみえるが、こちらのほうにはあご

髭ではなくほお髭がある O あらわになったいかにもたくましい腕と脚の解部学的な

特徴と、骨ばり痩せたからだという組み合わせは、奇妙かつまったく異質で、およ

そ考えもおよばないものである O 男の指と爪先は緊張が高まりひきつっている O も

うひとりの地面にすわる男は、射手のよ空の自にみえない的を正しく指さしてい

るO その男の脳天部分は禿げているが、ほかの部分にある髪の毛のかたまりは、前

世紀にもちいられた男のかつらのように、セットされた巻き毛となって肩まで垂れ

ている O 遠景の丘には、ふしくれだった小山が連なり、まるで渦巻く波が動くよう

な大きなうねりをみせて波打っている O 射手のそばには三本の矢が、むなしく放た

れたあと足元に落ちてきたかのように置かれている O

第六番

悪魔が男を寝椅子から打ち落とす場面である o かれらは、前ページとはべつの悪

魔と男である。後者はまったくの禿頭であり、袋がたなびく豪華な衣装を身にまとっ

ている O 僧侶だろうか。悪魔は、旗竿に似た大きな捧で喉の脇を打っている O ま

だ完全に目覚めていない犠牲者は、金切り声をあげ、床に転がり落ちるさい空中に

イ"13ばした手であたりを手探りしている O 背景を部分的に占める黒の大きなしみによ
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り、時が夜であることがわかる。

それにしても悪魔の描写は、グロテスクな創意とデザインのまことにすばらしい

例である。類似した芸術的傾向をもっヨーロッパのもっとも偉大な名匠なら欝りを

もって悪魔のすばらしさを称えるであろう O 悪魔には、野獣の本能的な残忍性と悪

夢の恐怖が結びついている O 人関がだれでももっこつの自にくわえて、悪魔は綴の

中央にポリュペーモス[ギリシャ神話でオデユツセウスに盲目にされた一つ自の巨

人]の自を第三の自としてもっている。それは角張って入り込み、禿頭の額におさ

まっている O その後ろでは剛毛の蓬髪の房が空中をただよっている O その隣毛は、

薄くかっ鋭く、サボテンのように散らばり、悪魔の痩せた手足と胸を覆っている O

悪魔の手はかなり人間のものに近いが、足の先端は二本の/1¥のみしかない。豪華な

衣装が悪魔のまわりをはためき、切れ端のような長い撲のなかに吹きつけられてい

くO 悪魔は餌食をにやっと笑って襲う O すばらしい絵にあふれたこの続き物のなか

で、この絵がおそらく最高傑作であろう O

第八番

これは、この続き物のなかでもっとも強力でかつもっとも不'Ijとな一一胸気を懇く

させるような一一ーもののひとつである O 二人の男のうちひとりは主人公だとおもわ

れるのだが、かれらはレスリングの試合でにじみよっている最中である O 荷足が開

き、指が扇のようにひろがる身体の解剖学的構造は愚劣といってもいい足りない。

そのからだは、エリウ[一杯のかゅのために弟のヤコブに相続権を打ったアイザッ

クの長男(創世記 25章 21-34節)]のように毛深い。悪鬼 [ghoul 東方イスラム教

国で墓をあばき死人を食うといわれる]の顔で、いたずら好きな小鬼のようにひき

つけをおこしている O かれらをさらに奇怪にしているのは、かれらが立っているは

ずの地面がなにも措かれていないということである O そのかわりに、かれらのまわ

りの空間には、巻き上がった塵を表現しようとしているとしかいいようがない点が

散りばめられている O この二人は、アメリカ海軍のペリー提督がみた日本のレスリ

ング試合について記した話を想起させる O もっとも、こちらの選手はペリーが記し

たような怪物のような筋肉と肉の塊というわけではないのだが。(中略)この絵の

レスラーのひとりは、あるべきところに眉毛がなく、髪の生え際に近い額の中央に

腐を補足する毛髪のしみがつけられ、特異なこときわまりない。

第十四番

これはきわめて壮観な絵である O 一見するとややグロテスクだが、本質的にはグ

ロテスクさより壮麗が勝っている O 主人公はなにか無鉄砲な企てをして、馬を乗り

つぶしている O その巨大な高は、骨張った白と黒の駁毛であり、白い皮粛に大きな
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真っ黒のしみがつけられている O 馬の自は死の影に縁取られ、ロは大きく開いてい

る O 断末魔の震えが鼻孔と下顎をふるわせている O 馬がf~ù れ、空中には挨が舞い、

小石が飛び散っている O 主人公は、片足で死んだ馬の蓄を踏みつけ、もう片方で馬

の背をまたぐようにし、たいそう毛むくじゃらなたてがみと尾をつよく引っ張って

いる Oかれは、死体のどこかにひそむ命の残浮を揺さぶることがまだ可能だとおもっ

ているようだ。あるいは単に、かれは、倒れた軍馬に脅えて、手足を砕かれ、骨

が脱臼した状態から自分を救いだしているのかもしれない(もっともこれはまるで

すべてが激しいエネルギーの塊のような絵にあまりふさわしくない解釈のようであ

る)。この絵は、ほかの一点の例外をのぞいて、絵の一部(馬の尾)が枠の厳密な

;境界を越えるのを許されたi唯一の作品である O

第二十六番(図 14)

主人公が二人の武士を患の根を止めているが、その男を、二人の赤児の殺害者(第

二十二番)とおもいたい。ひとりはすでに十分に始末されたらしく、日本人にふさ

わしく見苦しく手足を投げ出して最期の時を迎えている O この動作、つまり、頭を

地面に向け、右手を頭の下にして、左手と左足を空中の向じ高さに置き、右足をす

ねの長さの分だけさらに高くつきあげ、からだを棺応に曲げるというような、ぶざ

まな格好をする芸当は日本人にしかできないだろう O もうひとりの武人は、勝者に

捕まえられでもがき苦んでいる O 勝者はこの男のからだをE面のなかで水平に揺す

り、 i秩をつよくつかんでいる O 男は捕まえられている手を追い払おうとしてぐいっ

と引っ張っているが、勝者は男の手をほどんど気にとめていない。勝者はもうー

密 14 北斎(画狂老人目)r和漢絵本魁j第二十六番(1836)
永田生慈監修解説日じ斎の絵手本j二(岩崎美術社， 1986)122-23. 
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度最後にめった切りにし突きまくるために、刀を腕の長さのところで振り|話してい

るO これらの人物たちよりもエネルギーに満ちあふれたものはありえないだろう。

決意が死ぬほどかたければかたいほど、絶望は死ぬほど深い。ここには使い終わっ

て落ちている矢もあれば、依然として飛び交う矢もある O このような懐習的な表現

が戦いの前段階を表わしていると結論するかどうかは、われわれの判断にまかされ

ている。というのは、この瞬間に矢を射っている自にはみえない役者が、この劇中

にいることはまず考えられないからである O

このような、絵から放たれる力やエネルギーについて、ウィリアム・マイケルは、

後書きで、「日本美術は、大胆な意想、額題を烈しいまでに執掲に把握する力、デ

ザイン力、線をさっと描くさいの威厳、そして想像力をとらえではなさない力をそ

なえている」と要約し、この絵本の魅力をつぎのように記している o

これらの絵にみいだされるのは、まず描線一本一本の、また組み合わさって構

圏をつくるその配合の、並みはずれた品位と力である O 鑑運びのきっぱりとし

た、みごとな勢い。驚くほど多彩で、独自で、奔放な人物群。極端にまで、い

や極端をも超えてすすめられながら、もっともとっぴな奇想においても十分に

把握され、首尾一貫して構想された動き O 多くが力強く誠実で、注意をそらす

ことはめったにない表情。光と桧でなければ、明と Ij音との非凡な配合(これは

ほとんど制作過程が輪郭線のみなので数えきれないほど数多くみられる)。細

部まできちょうめんに描きつくされる手のこんだ高度に装飾的な衣裳によって

ももたらされる壮麗で複雑きわまる装飾的性質。自然なもの、並みはずれたも

の、自然を超えるものの倦むことのない倉Ij案一一これらもろもろの特質を通じ

てなお、画家の想像力と、十分であったかどうかは別にして、画家が自家薬籍

中のものとしている制作手段に帰せられる本質的統一性がみとめられるのであ

るO じっさい、発展を問害するさまざまな外的影響にもかかわらず、十九世紀

日本のこの絵師は、ヨーロッパが今日にいたるまでに生んだ最高の画家のひと

りとして誇るかのアルブレヒト・デユーラーとあきらかな類イ以性をそなえてい

るのである(邦訳88-89)0 

なぜ、このようなエネルギーや力、それが発散されたかたちとしてのグロテスクな

姿が、とりわけウィリアム・マイケルの自をヲ|いたのか。先にみたように、パージ

スやドレッサーらは日本のグロテスクやデザインに本能や感覚の表出をみていた。

その本能や感覚の表出は、非ヨーロッパ地域の装飾にも見出されていたものだっ

た。アカデミーの因習に縛られた絵画規範からの解放を求めていた人びとにとっ
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て、自本のものを含む「プリミテイヴjな装飾や artifactsは、そのよりどころとなっ

たのだった。ジャパニズムはプリミテイヴイズムの波のうねりにのって生み出され

たと前述したG そのプリミティヴイズムへの志向は、イギリス居内では中世に、ヨー

ロッパ内ではラファエッロ以前の初期イタリア芸術や北方芸術、そして古代ギリシ

ア芸術にむかっていったことを考えれば、ジャパニズムが中世主義に、さらには後

述するように古代ギリシアへの憧僚と重ねられたことも必然であった。 E.H.ゴンブ

1)ッチが指撤したように、ヨーロッパの遠近法を学んでいた北斎や広重らの浮世絵

は、遠近法を用いない非写実的な「より遠くのJアジアのスタイル、ひいてはオセ

アニア、アフリカのスタイルへの橋渡しをしたのだ、った (Gombrich[2002J 190) 0 

ウィリアム・マイケルの北斎の f和漢絵本魁jにたいする解説に「力強い」とか fグ

ロテスクム「奇妙な」という形容が頻出するのには、こうした背景があったと考え

られる O 彼も臼本人に可能な本能13~表現と、グロテスクなデザインを以下のように

称えている O

EI本美術はエネルギーと炎、あるいは認識の深さで中国美術を圧倒する O その

卓越した芸術の秘密はつまるところ、かれら日本人が(この言葉が適当であ

るならば)半ば野蛮人だからであり、とくに自生的で排他的だからである o (中

III各)半ば野蛮人だから、かれらは他の人種の芸術家よりも本能的である一ーか

れらが好んで描く狐、兎、鶴のようだ。観察力や巧みな処理法においてもかれ

らは超文明化した人びとよりもなんらかの優越性が感じられる O 視力も聴力も

野蛮人がヨーロッパ人に勝るように。このように本能的である日本人は自然の

どんなに本能的なものの真実の姿をも驚くべき素早さで表現する一一一見虫、タ

コ、蛙、魚、曲がりくねってはう蛇、永遠の蛇のような崇高性(I~コ略)、雲を

いただいた富士山、人びとの動物への'情熱、女のなびきやすいせ言、火山のよ

うに怒った武人、そして英雄たちの霞検の熱狂ぶり O さらにこの本能的性質は

われわれがグロテスクと呼ぶ関光とともに光せを放つ。悪魔、いたずら好きな

小鬼、世物、竜、単に奇妙でばかげたぞっとするもの、些細なものに特有の移

り気やきわだった優雅さなど、どの時代の、どの国のヨーロッパ人も日本の絵

師の靴紐にすらふれることはできないだろう (WMR[1906・1970J1.281-82) 0 

ロセッティ兄弟がこうした日本美術のエネルギーをみいだしたのは、北斎の『和

漢絵本j出dや版本、コレクションにふくまれる芳幾、重宜、国貞、国芳らの武者絵

のなかであったであったことはいくら強調してもしすぎることはない。それらの武

者絵はコレクションの最初期 1863年に購入したものであり、北斎の『和漢絵本魁J
も早くに購入されたものであった。兄のダンテ・ゲイブリエルも、浮世絵の色彩に
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ついて「少々どぎついとはいえ、他の国々はとても興じ効果をもたらすことはでき

ないほどの力強さを備えているJと、やはり力強さに関心を示した。ウィリアム・

マイケルは次のように記している o

[ダンテ・ゲイブリエル・]ロセッティは毘本のデザインに驚嘆しわくわくし

ていた。その計り知れないエネルギー、生命や動きが醸し出すものへの本能、

装飾的造形におけるシンメトワーより勝る優越性、魔術的な畿使い、 ~I:: の打ち

どころがない技術がかれを魅了したのだった (WMR[1906; 1970J 1.276) 

このような興味も、彼らが親しんだヨーロッパの中世写本やゴシック・ロマンス

などに描かれる力強くグロテスクな中世への関心と結びついているものである o ま

た、この興味が、解説の槌所にでてきたように、毛の質、手足のつき具合、からだ

の肉付き、髪の毛、ひげ、自鼻立ち、眉毛に細やかな観察眼が向かう解剖学的な身

体への興味に結び、ついていることを指摘しておきたい。これは、あらたにイギリス

人の前に出現した極東の日本人に対する尽きない人類学的な関心と一致している O

6. {慈悲なきブルースの死〉と日本

残酷なヨーロッパ中世と武者絵が結びついた

作品に、ダンテ・ゲイブリエルの作品のなかで

も「もっともグロテスクで残酷な作品jと評せ

られる、中世のアーサー王物語に取材した〈慈

悲なきサー・ブルースの死}TheDωth ofBreuse 

sans Pitie (1857-65図 15)がある(この作品の

さらなる議論については Yarnaguchi[1996J参

照)。ブルースに捕らえられた女性を救うため

に、若い騎士デイナダンがブルースを殺害す

る場面が描かれている O この水彩画はウィリア

ム・モリスが 1856-57年にロセッティに依頼し

て描かせた 6点の水彩画のうち、ただ一つ行方

も全貌も不明であったものである O 先頃再発見

されるまでは〈ブルース〉に関して写真も複製

もなく、ロセッテイの伝記を著したマリリアー

盟15 Dante Gabriel Rossetti， The 
Death of Breuse sans Pitie 

(1857-65)水彩 49.5x 34.3cm 
個人蔵

の以下の記述からこの作品について推し量るよりなかった。
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画面手前の 2人の騎士の決闘場面と、背景の気味の悪い場面が、恐ろしいほど

リアルに詰抗しながら、ぞっとする不快な効果をもたらしている O 背景では死

んだ男が木に吊るされ、その側でレイデイが首を縛られ待っている O 構図はグ

ロテスクで緊迫している (M紅白ier80)0

1993年 6丹江自、ロンドンのクリスティーズで、再発見された《ブルース》が初

めて公開され、筆者もクリスティーズでこの絵を自にした 110 (ブルース》は、ロセツ

ティの「フロワッサール嵐jとして知られる宝石のように輝くような色彩で描かれ

た他の問時期の中世的絵画とはまったく異なったものだった。激しい筆使いによる

彩色、血がほとばしる男の戦い、殺害された若者と首を縛られた女性が描かれてい

たO

この作品は、サー・トマス・マロリーの fアーサーの死JJMorte Darthurのトリ

ストラムの巻にみられるサー・デイナダンの最初の冒険が題材となっている (Book

IX 41) 0 デイナダンが井戸の側にくると、ひとりの女性が嘆きの声をあげているの

を開く O レイデイは慈悲なきブルースと呼ばれる騎士に 5B問とらえられて、その

騎士の思うままにされており、彼女の兄弟は殺害されたという O 女性がデイナダン

に助けを求めたところに、ブルースが来て、彼らは激しく戦う o デイナダンはブjレー

スに重傷を負わせるが、ブルースは逃げてしまうという話である O ブルースはこの

場面に限らず、常に逃げてしまい、殺されることはない。絵のタイトルにも示され

ているように、ロセッティの作品では、デイナダンがブルースを殺害している O マ

ロリーの物語のなかでは、この冒険も有名なものではなく、デイナダン、ブルース

もほとんど知られていない騎士である O ロセッティはなぜこの場面を選び、ブルー

ス殺害の場聞として描いたのだろうか。

ロセッティは、デイナダンとブルースをウィリアム・モリスから孝文わったのだろ

うO モリスはとくにデイナダンが登場する fトリストラムの巻jに興味を覚えてい

たし、ロセッティの水彩画 fアーサーの墓Jに刺激されて書いた問題の詩にデイナ

ダンとブルースの名前を実際に使用していた。

ロセッティの死協への興味は彼の最初期の作品として残る絵と詩の両方に現れて

いる O どちらも中世主義のペン画《女性のための戦い)Fightfora Woman (1840)と、

詩の fサー・ヒュー・ザ・ヘロンJJ Sir Hugh the Heron (1843)である O ロセッテイ

は〈女性のための戦い》を、 1853年と〈ブルース〉に再着手した 1865年にも描い

た。〈ブルース》とは一人の女のために命をかける決関という主題と、血気にはや

るデザインが共通する O 両者とも女性が二人の男の死関を恐る恐る見つめ、男たち

は生か死によって裁かれる O この主題は詩 fサー・ヒュー・ザ・ヘロンjにも用い

られ、サー・ヒューは愛するベアトリスのために、彼を裏切りベアトリスを奪い取
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ろうとした騎士と戦い、騎士は死に、ヒューはベアトリスを助け出すのである。こ

の血に塗られた中世と英雄のイメージは、さらに中世写本の細密画などに描かれた

決臨場面 (AddMSS. 10293 & 10294 (British Librar叫など)を自にするうちに、ロセッ

ティの中でイメージ化していったのだろう O だが、1850年代の彼のパトロンたちゃ、

パトロンでもあり、彼の絵を仲介していたラスキンは、道徳性がある作品を好み、

暴力的な絵を購入するはずはなかった。 1856年に出会ったウィリアム・モリスは

ロセッティ何様に中世のサデイズム性、暴力性に関心を持ち、 1858年刊行の詩集

fグイネヴィアの抗弁jThe D々fence01 Guenevere ~こは《ブ jレース〉に共通する残虐

な詩が交じっている (E.P. Thompson，山口 [2006J)。そのモリスがロセッティに絵

を注文したのであるから、ロセッティはいかんなく《ブルース》に取り組むことが

でき、その結果最も残酷で、、グロテスクな作品が生まれたのである O この水彩画を

みたF.M.フューファーは「人間の本質が前面にでている」と評した (HueiIer44) 0 

デイナダンは「トリストラムの巻」において、追放されたトリストラムを探すべ

く登場する O デイナダンはトリストラムをみつけて、かれの忠実な仲間となり、数々

の富険を経て、円卓の騎士として成長していく O その過程で女性と関係をもつこと

もない。デイナダンは正直で、汚れなく、正義にみちた“hardprimitive"な努である O

マロリーの原文ではブルースはデイナダンとの決闘に限らず、つねに首尾よく逃げ

ているが、ロセッティはブルースが殺害されるその瞬間を描いた。デイナダン、ブ

ルースともほとんど無名の騎士だったため、ロセッティは自由に「芸術家の裁量

(artistic license) Jを発揮できたのだった。

マロ 1)ーはデイナダンの身体的特徴をあげていないが、ロセッティはデイナダン

に豊かな金髪と白い肌をあたえている O 一方、ブルースの肌と髭は茶色に塗られて

いる O 女性の首にかけられたロープとその傍らで吊り下げられている兄弟の死体も

ロセッティの5虫創であり、マロリ一治宝いうところの「女子きなようにレイディを捕ら

えていた」ブルースの行為をきわだたせている O かれらの動かぬ身体とは対照的に、

前景では激しい決闘場面が繰り広げられている O この対比はコスチュームの色彩に

もみえる。動かぬ身体がまとう白と青のコスチュームに対し、デイナダンは赤いサー

コートと鎧、ブルースは黒と黄色の鎧といった派手な色彩が使用されている O デイ

ナダンの兜は落ち、かれはブルースに最後の一撃をあたえるところである O ブルー

スの手はデイナダンの金髪を揺むが、すでにデイナダンの勝利は決定的だ 120

しかしながら、ロセッティは《ブルース〉にみられるような直接的で精力的な個

性の側面を発展させることを周囲から反対され、また人間の本質を描く試みを続け

ることも止められてしまう (Hueffer44) 0 結果として、ロセッティは装飾性の高い

中世的な作品に傾倒していくことになったo 1863年の浮世絵、とりわけ武者絵と

の出会いは、その装飾性に日本のデザインを結び、ロセッティは止められた力の発
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箆を日本の武者絵に見出すことになるのである O

1864年にそリスが手放した〈ブルース〉を新しいパトロンに売却することにな

ると、ロセッティは〈ブルース〉を「鮮やかにするためJに手を入れ、翌年鎧を搭

き直している O デイナデンはヨーロッパの銀の鎧と赤のサーコートに身を屈めてい

るが、あたらしいブルースの金と黒の横縞の鎧は、 B本の幾重もの層を成す鎧と類

似しており、それを描くにあたってロセッティが国芳や北斎らの武者絵に見られる

鎧を参考にしたことが推測できる O 鎧を描き直す際、ロセッティは所有する掴芳や

北斎らの武者絵に見られる鎧をブルースの鎧に用い、金と黒の色彩を画面前方に置

くことにより、背景の青白模様のレイディとその弟の衣服、及びディナデンの赤い

サーコートとの対比を実現しようとしたのではなかろうか。ヨーロッパ中世のアー

サー王物語の決開場面と日本の争いの版酉が、「プリミティヴ」で人間の本能が剥

き出した場面で重ねられたといえる O

《ブルース》が描かれた 1857年から 1865年は、ロセッテイの中世主義が頂点に

達し、またジャパニズムの直接的な影響が見られるようになった移行期にあたる O

その中でロセッティがエネルギーやサデイズム性を中世と日本美術の共通点に見い

だしたことは興味深い。この頃絵を描きながら、好んで口ずさんでいたのは東洋の

伝説をもとにした、やはり残酷な詩だった O

ShaJl the hide of a fierce lion 

Be stretched on frame of wood 

For a daughter's foot to lie on， 

Strained with her father's blood. (GBJ 1.172) 

このように、ロセッティ兄弟が武者絵を中心に浮世絵を蒐集しはじめたのは、イ

ギリス 19世紀の中世主義が頂点に達していたときだった。それを反映して兄は、

中世を翻題にした絵酪イノí:: ，~をうみだし、 B 本の力感あふれたデザインにヨーロッパ

中世を重ねた。弟は f和漢絵本魁jの解説を執筆し、やはり日本という世界のグロ

テスクな力強さに陸毘したのである O

l:j:t世ヨーロッパの決悶を日本のそれに重ねたのはロセッティだけではない。 1858

年の通商条約関印を行ったエルギン卿に向行したオズボーン船長は、 Oncea抗告ek

に連載した B本思想録の中で、“EmperorNobananga" (信長?)が開催した槍試合を

ヨーロッパi中世のトーナメントと重ねて記述している O その中でオズボーンは「輝

く太陽のもとで輝き、素晴らしい武者絵を成す豪華な鎧と光る武器」を取り上げて

いる O 信長はローマ教皇からの使者をもてなすために盛大なトーナメントを開いた

という O
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諸侯たちのテントとパピリオンが取り!遇み、男たちが薮華な揃いm~ をきている。

善良な僧たちは豪者なベルベット、錦、タペスト 1)ーを十分称賛できる言葉がみつ

からない。ジェント jレメンの長い列が勇壮な装いをしている O 旗が翻り、 barbaric

の音楽がなり響く O 信長は馬上槍試合を開催し、教皇からの贈り物、国家の長た

る座を受け取った O レース、檎試合、戦いが繰り広げられる。その場では信長が

多くの賞品を分け与える O 剣関士が勢ぞ、ろいしてお開きになる O 戦いのときのよう

ないつもの大騒ぎと叫び声が間こえる o rかれらの豪華な武具と光輝く武器が、燦

燦とした太陽のもとで光彩を放ち、 i高貴な戦いのi習を成しているのだJ(8月18自)

(Osborn) 

このオズボーン船長が注目した B本の戦いの場面の装飾性を、ロセッティはほか

の作品の戦いの場面に利用している o 1862年のロンドン博覧会にモリス商会から

出品した《ぶどう匿の寓話~ The Parable of the Vineyαrdシリーズのステンドグラスの

デザインをしたさい、王のコスチュームの模様を日本の模様からとっている (Orieve

[1968J 170) 0 このシリーズも後ろ手に縛られる場面や殺害の場面が続き、ロセッテイ

の中世観を示している点で興味深い。また《ブルース》に携わっていた時期とほぼ

同時期の 1858年から 1864年に描いたトリプティックの祭壇臨《ダヴイデの種子〉

The Seed of Davidにも日本の影響が見られる O 興味深いことに 1858年作の下絵の水

彩画で、は左のパネルのダヴイデは裸足だが、完成作では赤の鼻緒がついた日本の草

履をはいている (Watanabe203) 0 また水彩睡ではシンプルだった右側のパネルの背

景が、完成作では百本画的な金地に花を描いた背景になった。また、日本の草履も、

金地の背景と同様に、装飾的効果を高めている O これらの司本の影響をみることが

できる 1864年という制作時期は〈ブルース》の鎧を描き藍した時期と一致し、ロセツ

ティは祭壇画にも〈ブルース〉の題材となった戦闘を描いていたといえる O ロセッ

ティの説明を引用しよう O

最初[左のパネルにおいては]ダヴイデは青年であり、恐る恐る用心深く進み

ながら、手に石を持ち、ゴワアテ人の方に犯いを定めている O 一方背後の霊壕

からはイスラエル人の兵士たちが戦いを見守っている O そして[右側では]円

熟した年となったダヴイデは依然として戦場からの鎧に身を包み、勝利に感謝

する賛美歌をハープで作曲している (WMR[1903J 51， dated June 1864) 0 
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7. 浮世絵とロセッティが描いた女性たち

K.パーガーは、浮世絵が西洋に強烈!なインパクトをもたらしたのは、その斬新

さだけではなく、忘れ去られていた見方、すなわち「装飾的機能jを再現したから

だという (Berger3) 0 この場合の f装飾」とは一つ一つの飾りをいうのではなく、

特殊な装飾的体系をいう O 絵の中の倍々の主題や事物に細心の注意を払った結果、

絵は断片の集まりとなり、画家は全体の統合性を求めるようになった O さらにその

作品、そして画家自身が存在する空間との調和が求められ、絵は壁、空間の一部と

なった。この「装飾的統合jへ西洋の絵画を導いたのが臼本美術であり浮世絵であ

るO ホイッスラーは浮近絵の手法に倣い、それまでの西洋絵酉の空間表現、遠近法

を逸脱した平面的、アシンメトリカルな構図をもちいた。ホイッスラーもロセッテイ

も、額縁をみずからデザインし、フレームの中に波模様や自らのサインを組み入れ

たが、これも「装飾的統合jへの試みであった。

ロセッティも 1860年ころから中世的な細密面的装飾から、絵画全体の装飾性を

求めるようになり、「女と花Jを主体にした官能的装飾に一転する。上半身の女性

を豊かな色彩で描く手法には、これまでの指摘されていたヴエロネーゼやテイツイ

アーノをはじめとするヴェネツイア派の影響以外に、歌麿などのやはり上半身を強

調して描いた浮世絵の構図の影響もうかがうことができょう O

I~I 16 Dante Gabriel Rossetti， Lucrezia 

Borgia (1860-61， 1868) 
紙に水彩と鉛筆 43.8x 25.8cm 
ロンドン、テイト

I~ 17 喜多川歌麿《婦人相皐十鉢、

浮気之相}Cc.1792-93)) ロン
ドン、大英i専物館。Trusteesof the British Museum 
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まずロセッテイが描く官能的な「女jと類似する姿を浮世絵に探すことができる O

《手を洗いて}Waslung Hands (1865)、わレクレツイア・ボルジア}Lucrezia Borgia 

(1860-1/1868，国 16) の手を洗う女性のしぐさも、歌麿の〈婦人相事十除、浮気之

相}"The Pickle乃pe"of Ten Physiognomies o} 

Women (c.1792θ3) (BM 1945， 1101， 0.18， IKl 

17) などで女性が手を組む姿に酷似してい

るO ことに〈手を洗いて》には、歌麿の筆

によるような女性のエロティシズムが無造

作に束ねた髪、しどけた着物から漂ってい

るO また、男性を惑わす《レイデイ・リリス》

Lady Lilith (1868)が鏡を手にし、髪を椛く

姿は、歌麿の《婦人相学十基本》のうち手鏡

を説く女のポーズに似ている o {レイデ、イ・

リリス〉の装飾的な蕃綴にも花鳥画の影響

カぎあろう O

ロセッティのエキゾチックなドレスへの

興味は、前にふれた 1857年の《王妃に部

屋のサー・ランスロット》に描いたグィネ

ヴィアにすでにみられる O その翌年 1858

年 12月 15目、ロセッティは G.P.ボイス

に中世風ドレーパリーと、 lndiaHouseから

借りた東洋風の豪華なドレーパリーを見せ

ている (Surtees25) 0 1862年に描いた妹の

クリスティーナ・ロセッティの詩集問、鬼

の市、その他の詩集Jl (Goblin Market) へ

の口絵にも、東洋風ドレーパリーが使われ

ている (Grieve[1968J 171)0 これは、当

時流行していたカシミア・ショールかもし

れない。

1865年の油彩〈最愛の女)The Beloved 

(図 18)の構図は、歌麿の〈青楼二和

嘉芸者の部》の「唐人獅子角力 J(BM 

1931-5-31-021)を訪併させる O 中央の花嫁

は、問、鬼の市』で使用されたドレーパリー

を頭に巻き、ロセッティがボイスから借り

図 18 Dante Gabriel Rossetti， 7子1eBeloved 
(1865-66， 1873) 
カンヴァスに油彩 82.6x 76.2 cm 
ロンドン、テイト

図 19 Dante Gabriel Rossetti， The Blue 
Bower (1865) カンヴァスに
油彩 84x 70.9cm バーミン
ガム、パーミンガム大学付属
ノてーバ一美術研究所
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た緑色の着物を(前後逆に)着ている (Surtees42) 0先に引用した 1864年の書簡は、

画家のジェームズ・ティソがすべて着物を購入した後だったので着物の入手ができ

なかったことを伝えていた。着物の柄を明確に強調して描く浮世-絵を意識してだろ

うか、ロセッティは (Jレクレツィア・ボルジア〉や〈モンナ・ローザ}Monna Rosa 

(1867)で、珍しく全身像の女性を描き、ドレスの豪華な柄を際立たせている O

《最愛の女》を措いたi可じ年、ロセッティは自分が所有する中国漢時代の梅模様

の染付を背景に描き、みずから「すべて青に染まった油彩画」と述べた〈青の関

房}The Blue Bower (1865) を制作した (Correspondence3.65.66， dated 18 April 1865， 

図 19)0グリーヴは、この青が画面を支配する絵に北斎の《富毅三十六景〉の影響

を指摘した(Grieve[1968J 183) 0北斎は『漫画jのみならず、その他の浮世絵も

1850年代後半から 1860年代前半には、ロンドンの日本屈などからの購入が可能で

あった (Evettix) 0ウィリアム・マイケルが 1863年及び 1865年に北斎の絵本を買っ

ていることから、自セッティも北斎の作品を自にしていたとおもわれる O また当時、

中世主義に代わり、日本趣味も大きく関与した aestheticism(唯美主義)が唱えられ

るようになり、青の色は唯美的な色として多用されるようになった。その点でロセッ

ティの《青の悶房》は唯美主義の先駆的な作品といえ、その絵に影響をあたえた北

斎の青はイギリス唯美主義運動にも寄与したといえる O 従来、ゴンクールの発見か

ら f北斎漫画Jのジャポニスムにおける重要性がいわれてきたが、北斎の何層もの

陰を施した青がイギリスの世紀末芸術にあたえたことにも注目する必要がある O

ウィリアム・マイケルはその〈冨獄三十六景》を 1902年に 30ポンド 10セント

で購入している O 上記の「セント・エドマンド・テラスを飾った絵画作品jのリス

トには、北斎の「富士山に鶴Jと「富士山に船Jとタイトルがつけられたブルーチ

ントの彩色版副が含まれており、これらは〈冨獄三十六景 相川梅津左〉と《富獄

三十六景 相川七里浜》と判明した(閤 4、5)0ロセッティは 1882年に没したが、

彼の存命中も〈寓巌三十六景〉はすでによく知られるところとなっていた。

〈膏の|笥房〉で女がつまびく楽器は日本の短琴であり、英泉が描いた中央の女性

が琴を弾くトリプティック (BM1906四 12-20310)をおもいださせる O この作品も青

と緑の色使いで、ある O ロセッティの古楽器コレクションは相当なもので、そのなか

には日本の琴も含まれていた。本来日本である短琴の弦が、ロセッティの絵臨で

は14本になっているのは、谷田氏の指摘によれば、 14行のソネットを意図し、詩

と絵画の向一性を訴えた結果であるという(谷田 [1990J40-46)。ロセッティは日

本美術を時間も空間も暗示しない「美jとしてとらえ、その「美Jを〈青の筒房〉

で実現しようとした。以前、武者絵の力感とグロテスクさに中設を重ねられた E本

は、このとき時間と空間を超越した抽象的な美の世界を喚起させるようになる o F. 

G.スティーブンズは『アスニーアム』紙で (1865年 10月21自)(青の間房〉を以
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Tのように評した。

東洋のタイルと時計草以外に、主題、

持、空間を示すものは何もなく(中略)

作品の知的で純粋な芸術的壮麗さが独

自に歩きだす。ダルシマーの音楽が見

る者の認識を越える時、色彩のハーモ

ニーが今度は自に訴えてくる (Stephens

545-56) 0 

背景の染付の青と白、 トケイソウの葉、女

の青い髪飾りと深い緑の上着、その下の薄

い青の服、遠景の矢車菊の青い花が、画面

に幾重にも}習をなす北斎の青の世界を実

現させている O そこに女の赤毛と赤い唇、

首飾りの赤、琴の赤がその青の世界にアク

セントを与えている O

ロセッティは日本の琴をふたたび《海:の

呪認}A Sea-Spell (1876，図 20)にも用いた。

ハープのように立てた琴を女(サイレー

ン)が奏でる O 琴が女の身体の一部となっ

ているように、絵画と音楽も共感し、見る

者は琴の者と女に誘われていく O その女の

髪、琴を奏でる手、ドレーパ 1)一、花が、

アラベスク的な、あるいはアール・ヌー

ヴォ一的な曲線を構成し(グリーヴはこれ

を「司本的装飾Jと呼ぶ)、海・波を暗示

する O 世紀末のアール・ヌーヴォーにおい

て多用された水や波の装飾的モチーフが

ひとつには日本美術から派生したことは

鹿知の事実である O

1860年以降、ロセッティが取り組んだ

主題「女と花jの「花」にも、日本の花鳥

画が影響を与えている o {ダヴイデの手重子》

図 20 Dante Gabriel Rossetti， A Sea-
Spell (1877) カンヴァスに 11~1
彩 106.7x 88.9cm 
マサチューセッツナト|ケンブ
リッジ、ハーバード大学付属
ブオツグ美術館

図 21 Dante Gabriel Rossetti， Venus 

Verticordia (1864-68) 

カンヴァスに油彩
98 x 69.9cmボーンマス、ラッ
セル=コーツ美術館

の金を背景にして花が描かれたパネルに日本画の影響があると先に指摘した。同

時期の《ウェヌス・ウェルテイコルデイア}，初削除rticordia0864-68，図21)では、
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ウェヌスの右頭上に飛ぶ青い小鳥に、ロセッティが所有していた崇学堂の花鳥画に

描かれた鳥(図 10)が借用されている O 前景の忍冬と背景の蕃殺にかこまれながら、

赤褐色の髪をした裸のウェヌスが林檎を手にして、その林檎を食べにくる男をいま

にも矢で射ょうとしている O 青い鳥はこの男を表している O 林檎の周りの燥は、す

でに矢で射抜かれた男たちの魂である O 唯美王義の時代に礼賛された古代ギリシア

のウェヌスに自本の青い鳥が向かう O その鳥は伝統的なウェヌスの愛の花である蕃

薮が現出させている、彼女の美を象徴する赤の世界に、飛びいり、林檎をかじるよ

うにその世界にたわむれているようである O

B本嫌いで、有名なラスキンはこの《ウェヌス・ウェルテイコルデイア〉の花の表

現を「花々については「素晴らしく j描かれているという言葉を意i型的に用いよう J

「リアリズムにおいては花々は、私には素晴らしく見える。Jとしながらも、胸もあ

らわなウェヌスを措いた作品を「下品さにおいては、ひどい (awful) という言葉

以外には用いることができないJと評した (WMR[1903J 136-37. Ruskin， The ，めrks

36: 491) 0 女性は足元ですらあらわにできないヴィクトリア朝にあっては、ヌード

作品を描くことは非常に困難で、あった。ロセッティもヌードを描くさい、細心の注

意を払っており、このウェヌスも買い手の意向を踏まえ、描き草している O しかし

ながら、芸術に倫理や知性を求めたラスキンが裸体のウェヌスに嫌悪を示したのは

綾なことだっ t::.o ラスキンが浮世絵などの日本美術:やインド、中間、南アメリカの

芸術を否定したのも、「インドや中間、自本の芸術には、芸術における知的な進歩

が、〔ただ色彩の才能を喜びだけのために用いる〕能力がひろく行使されたことに

よって、長い間不可能になってきた」からであり、日本美術はイギリス美術にとっ

て警にしかならないという (Ruskin，The Queen of the Air (1869)， The Works 19.383) 0 

ラスキンは、さらに A.B.ミットフォードが著した f古い日本の話JI (Tales of Old 

Japan) の一説話を引用して、賢明なイギリス人の話と比べ、「単純な日本人」を重

ねて強翻し、ロセッティが臼本美術を取り入れたことに失望を隠さない。

ロセッティは(1=1コru各)彼の概念の能力を中国のまやかしゃ日本の怪物たちで勝

手気ままに曲解し、ずたずたにしてしまった。ほとんど彼の描く森が火よけつ

いたてにのみ適するように見え、また彼の描く風景の広がりがもっとも近いお

もちゃ屋からのノアの箱舟の調度品のように見えるようになるまで (Ruskin，

7百eWorks 33.271-72) 0 

ほかの芸術家たちが日本美術、浮世絵に人間のエネルギーや本能の表現を発見し、

驚|嘆したのに対して、ラスキンは「心に作用する力をもっ司本の悪魔のような面j

を退けたのである o 13寺代が求めた人捕の原初的力やリズムが現れた表現を司本美術
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にみいだすことができなかったラスキンは、時の

潮流から遠のいていくことになる。ホイッスラー

が広重の影響を受けて描いた《黒と金のノクター

ン一一一落下する花火)Nocturne in Black and Gold 

TheRαlling Rocket (c.1872-77)カτ1879年にグロヴ

ナー・ギャラリーに展示されたとき、ラスキン

が「面前に絵具入れを投げつけられて 200ギニー

支払う気取り屋について耳にすることがあると

はおもわないJと非難し、裁判に発展したことは

よく知られるところである 130 ロセッティとラス

キンの関係も、〈ウェヌス・ウエ jレテイコ jレディ

ア〉に対するラスキンの非難によって破綻をきた

してしまう O

その後ロセッテイは、日本美術の影響をとど

めながら、ますます装飾的な身体を描いていく O

《心の女王)Regina Cordium (1866) では、日本画

のような平面的な構成に、金地に花を描いた背景

を描いた。《フイアメッタのヴィジョン)A Vision 

of Fiammetta (1878) においても、《海の呪sJI)で

見られたアラベスク的なドレーパリ一、腕、手、

花が展開されている O このドレーパリーは東洋

裂で、背景の花も桜であることから、ロセッティ

が日本的装飾を意図したことが窺える O さらに

グリーヴによると、 1873年頃から取り組んだ〈祝

福されし乙女)The Blessed Damozel (図 22) の乙

女のはかなげでうつむく顔が、栄水の大半日錦絵

〈扇屋内瀧JI/)(図 23) で、あやめの葉を手折る

花魁に類似する (Grieve[1968J 214) 0 

ロセッティは、グ 1)ーヴがいうように、「日本

の「永遠の美Jの顔のアングルを美しい線として

は見ょうとはしなかった」。むしろ浮世絵に描か

れる女性の平面的な流れるような身体、装飾性に

ひかれ、みずからの絵画にも装飾的な身体を創出

~ 22 Dante Gabriel Rossetti， 
The Blessed Damozel 
(1875-78) カンヴァス
に油彩 174x 94cm 
(プレデルラも含めて)
マサチューセッツ州ケ
ンブリッジ、ハーノすー
ド大学付扇ブオツグ美
術館

図23 ー楽亭栄水〈扇屋内
瀧川1)マスプロ美術館
蔵

していった。このようなロセッティが浮世絵から吸収した「自本的装飾Jは、彼の

中世的絵画ですでにそなえていた装飾的感覚を一層豊かにし、 1859年の《ボッカ・



154 山口

パチアータ )BoccaBaciataによって始まるヴェネツィア絵画の影響を受けた作品で、

その装飾的な感覚で身体をも表現させるようになったのだ、った。

このようにみてくると、浮世絵のロセッティ作品への影響は、決して軽視できる

ものではないことがわかるだろう G この影響は、ロセッティの中世的絵麗にみられ

た装飾的な絵画への志向に連ねられるものである o19世紀の「プリミティヴイズムJ
は、アカデミーが芸術上の規範としたラファエッロ以後の絵画とそれにみられるイ

リュージョニズムを批判し、それ以前の芸術への回帰を訴えたものと、ヨーロッパ

以外の彫刻や装飾、 artifact等を参照するものを含み込んだ。中世主義は前者に位置

づけられるが、それはラファエッロ以前の芸術のみならず、中世絵酉や彩色写本の

装飾性をも志向するものだ、つ t::..o この点で、中世主義は、ヨーロッパ以外の地域の

装飾から学ぶものが多いと記したオウエン・ジョウンズ (TheGrammar of Ornament， 

1856) らのデザイン理論家たちの論調と通底するものがある O ジャパニズ、ムは、(北

斎や広重が遠近法を取り入れていたとしても)浮世絵が表したヨーロッパのアカデ

ミー的規範からの逸脱と、浮世絵やほかの B本美術、そして家具や工芸品にもみら

れる装飾性を訴えるものであり、中世主義にみられるこつの志向、すなわち絵画規

範からの脱却と装飾性の両方にあらたな参照先を与えたのである O その意味で、ゴ

ンブリッチが論じたように、ジャパニズムは、中世主義と非ヨーロッパ地域の装飾

にたいする志向の橋渡しをしたといえよう O

ロセッティは 1848年にラファエッロ以前の芸術への回帰を唱えたラファエル前

派兄弟団を結成し、 1853年ころに兄弟屈が事実上解散した後も、ダンテやアーサー

王物語を主題とした 1=¥:1-1萱，jj絵画を描いていた。兄弟回時代の作品も、中世的作品で

も、ロセッテイの装飾性への志向には自をみはるものがある O この彼がB本の浮世

絵や版本、工芸品と出会い、そのヨーロッパの芸術とは異なる構図や彩色、そして

装飾性につよく惹かれたのも、首肯できるだろう。

そのいっぽうで強調したいのは、ロセッティ、パージズ、 ドレッサーらの中世主

義に傾倒した芸術家たちが、日本の工芸品の「グロテスク jやデザイン、そしてロ

セッティの場合は武者絵に、本能や.感情、そして力の発露をみてとった点である O

この点を、ヴィクトリア朝のジャパニズムの特徴として特筆しておきたい。フラン

スの画家たちが自本の浮世絵の構図や様式、装飾性といった視覚的に訴えるものを

まずとりいれたのに対して、英国の麗家やデザイナ一、建築家たち、とりわけ中世

主義の影響を受けた彼らは日本のもののなかに潜む、いわば「抽象的な」感'1'1号や力

をみてとったのである O ここに中世主義とジャパニズムを結ぶ線が現れる O ヨーロッ

パの(ラファエッロ以後の)芸術が理性に基づいたものであり、写実に優れ、ナラ

テイヴを生成しうるものだとみなされたのに対し、ヨーロッパ以外の地域の装飾や
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artifactsは本能や感情、想像力に基づくものであり、遼近法を用いない平面的なス

タイルは時間性も歴史もそなえない、したがってナラティヴを生み出させえないも

のとみなされてきた (Connelly)。ロセッティらは、この否定されてきた本能や感情、

想像力、フラットなスタイルを、日本の工芸品、デザイン、そして浮世絵にも求め

たのである O ラファエッロ以前の、たとえばフラ・アンジェリコの作品には本能や

感情の表現を求めることはできなかったが、日本のものにはそのような、いわば反

理性的な性質を、彼らは自撃できたのである O ロセッテイの 1=1:1世的絵画は、遠近法

を欠いたフラットな磁面で装飾性を強調し、感覚に訴えるものだったが、そのよう

な装飾的傾向をもった彼の作品に、日本のデザインはさらなる装飾性や力強さ、エ

ネルギーをくわえたのだった。

後に、この装飾性と力の融合は、ロセッテイの11佐美主義の影響を受けた画面に、

北斎の作品に顕著な波のようなリズムを与えるとともに、女たちの官能性ないしは

エロティシズムを画面から放たせることとなった。ロセッテイが描いた女たちの姿

勢やポーズは、ある意味で彼のなかで株式化されたものであり、その様式化によっ

て女たちの身体は装飾的なものとなった。しかし、その身体はただ装飾的なだけで

なく、どこかに畏れをふくんでいるのは、彼の作品に本能や感情の発露に|向かう力

が潜んでいるからである O

註

1 ロセッティの浮世絵コレクションを調査するにあたり、ロセッティの子孫の方々にs;lJけ'

ていただきました。 1send my sincerest gratitude to Mr. & Mrs. Nicolus Rossetti， Mr. R. A. Q'Conor， 

and Mrs. C. Rossetti for their kindest help. また本稿の調査は、浮世絵太田記念美術館の浮世絵

研究助成金(平成 3年)によって可能になったO ここに記して感謝申し上げたい。尚、本稿

の記述は、浮世絵太田記念美術館に提出した報告書(未発表)、および筆者が訳出したウィ
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薪研究j24号[1998J: 64畑 71)と一部重なるところがあることをお断りしておく O 浮世絵太

田記念美術館には、報告書の一部に加筆修正して論文として発表することをお認めいただい
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表:J 11那部保明・筑波大学)の助成を得た。
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Assistant， Ms Sally Mortonの1993年5月10日付書簡による返答。 1hereby express my special 
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(1856)、fエルギン卿遺中!ヨ使節録J(859)、エルギン郷の使節団を乗せたフユリオス号の

艦長シエラード・オズボーンが著した f日本断片録j(1861)等の挿絵に描かれた E本美術

については、谷田 (2004)の 1輩に詳述されている。

5 ラファエル前派兄弟毘のメンバーの J.E.ミレイやH.ハントは、チャールズ・ベルの

Anatomy of Expression (1816) 等を参照し、登場人物の顔の表情や身ぶりを描き分けている

(Julie F. Codell，“Expression Over Beauty: Facial Expression， Body Language， and Circumstantiality in 

the Paintings of the Pre-Raphaelite Brotherhood，刊日ctorianStudies 29 (1986): 255-290)。

6 浮世絵作品のタイトルの後の括弧内に記した番号は、筆者が調査した大英博物館所蔵の

浮世絵に付された番号である O
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方は、《追放されたダンテ〉にすでにあらわれていた。浮世絵では、春信の作品 (BM

1937，0710，0.26) に階段が効果的にもちいられている O

8 1 send my special thanks to Or. George Brandak who kindly made me access to the Collection. 

9 ウィ 1)アムーマイケルが記した Gankoが虎図で有名な江戸時代の画家、岸駒 0756/1749-

1839)であることを、大阪大学の橋本版光氏よりご教示いただきましたO 感謝申し上げます。

lOこの blueand whue chinaの収集に関しては稿を改めて論じたい。

11 (慈悲なきブルースの死》はクリスティーズのオークション・カ夕口グ丹丹ine叩eV切/花lctωorバiαω仰n 1 
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カがfほどこさ jれ~tたこ O

12 このような欽の鎧をまとう騎士と、!Elわれた女の対北は、ロセッティのステンドグラス

のデザイン《聖ジョージとドラゴン)0861-2)でいっそう際だっている O 聖ジョージは鎧

に身をかため、 ドラゴンと戦う。その背後で木に縛られているサプラ王妃は半裸で無力だ。

監ジョージの剣先は、 ドラゴンのi牒に突き刺さっている。

13 "The ill-educated conceit of the artist…approached the aspect of wilHul imposture， . • • 1 have seen， 

and heard， much of Cockney impudence before now; but never expected to hear a coxcomb ask two 
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Wor・kmenand Labourers of Great Britain. 
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